
112015
（平成 27 年）
No.117

　四万十市は、平成17年4月10日に中村市と西土

佐村が合併して誕生し、平成27年４月10日で市

制施行・合併10周年を迎えます。 

　そこで、市民の皆さんと一緒にこれを祝い、今

後の四万十市の飛躍と発展のきっかけとなるよ

う、記念式典（４月10日）、テレビの公開番組の撮

影などの記念事業を予定しています。民間団体の

事業も市の後援事業（冠事業）として募集してい

ますので、皆さんも一緒に10周年を盛り上げてい

きましょう。

今月の主な内容 Contents

四万十川リバーサイドフルフォーク

地域おこし協力隊員募集

年頭のごあいさつ

地震に備えてブロック塀の点検を 撤去・設置補助

友好都市サミットin四万十
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～人が輝き、夢が生まれる  悠久と躍動のまち四万十市～

四万十市はことし市制施行・合併10周年を迎えます。

～人が輝き、夢が生まれる  悠久と躍動のまち四万十市～

四万十市はことし市制施行・合併10周年を迎えます。



■コース

■昼   食

■申込期限

■参加料

～都市圏等にお住まいの、Iターン、Uターン希望者にお知らせください～

SHIMANTO            RIVER SIDE
         FULL            WALK

SHIMANTO RIVERSIDE FULLWALK 2015

平成27年４月４日（土）、４月５日（日）開催!!　雨天決行平成27年４月４日（土）、４月５日（日）開催!!　雨天決行平成27年４月４日（土）、４月５日（日）開催!!　雨天決行
● 四万十市民スポーツセンター（受付・スタート・ゴール）
【市内在住者のための無料コースもあります】

2,000円（高校生以下1,000円）
※ 参加料は、２日間参加しても同額。
※ 市民無料コースへの参加は、市内在住の人に限ります。
また、参加賞の贈呈はなく、完歩証のみとなります。

※参加料は、2日間参加しても同額。
※市民無料コースへの参加は、市内在住の人に限ります。
　また、参加賞の贈呈はなく、完歩証のみとなります。

1食600円
※ 事前申し込みのみ。市民無料コースの人も申し込みできます。※ 事前申し込みのみ。市民無料コースの人も申し込みできます。

2月27日（金）

【問い合わせ・申込先 】
（市）教育委員会　社会体育課　四万十川リバーサイドフルウォーク係
（四万十市安並4231　市民スポーツセンター内）　  ☎（34）2071
※パンフレットは市役所1階ロビーにもあります。遠方の人はご請求ください。

（市）教育委員会　社会体育課　四万十川リバーサイドフルウォーク係
（四万十市安並4231　市民スポーツセンター内）　  ☎（34）2071
※パンフレットは市役所1階ロビーにもあります。遠方の人はご請求ください。

四万十大橋
四万十大橋
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ルート当日受付市民無料コース距離コース名日　時

4月4日（土）

9時出発

4月5日（日）

8時出発

新ごり
あかめ
くじら
あゆ
ふじ

てながえび
かわせみ

（バス移動）

→

（バス移動）
→

（バス移動）

→
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ー
ツ
セ
ン
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ー
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ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

● 来年度に向け四万十市の「地域おこし協力隊員」を2名募集します。● 来年度に向け四万十市の「地域おこし協力隊員」を2名募集します。

■募集人員　2名
■応募資格
　・住民票が応募時に都市地域等（条件不利地域を除く）にあり、任命後、本市の中山間地域に住民票を異動さ
　  せ、そこで生活できる人 
　  ※詳しくはお問い合わせください。
　・平成27年4月1日現在、年齢が概ね20歳～45歳までの人
　・任期終了後も本市の中山間地域に定住する意思のある人
　・土、日および祝日の勤務、夜間の会合参加など、不規則な勤務に対応できる人など
■活動内容
　・地域活性化に励む、集落及び団体等への協力活動　・集落活動センターの活動への協力
　・中山間地域の魅力や情報発信　・中山間地域の農林業振興に係る活動
　・その他、中山間地域の地域振興に資する活動
■担当地域　西土佐地域
■雇用期間　平成27年5月1日～平成28年3月31日（それ以降は年度ごとの再任とし、最長3年間）
■報 酬 等　月額15万6千円　※通勤手当は別途支給（4千円程度）　※社会保険に加入します。
■勤務時間　1日7時間15分の週4日勤務 
■応募手続
　・受付期間　1月5日（月）～2月13日（金）必着　※郵送またはメールフォームで受付。提出した書類は返却

しません。
　・提出書類　①履歴書（市販のもので可、写真添付）簡単な応募動機（別紙可で氏名記入）

②作文：題材「協力隊として地域のためにやってみたいこと及び定住に向けた活動等」
　　　　　　　（Ａ4サイズで書式自由、1千文字程度、パソコン可、住所氏名を記入）
■採用まで（予定）
　・一次審査　書類選考（2月下旬）
　・二次審査　面接（3月中旬）
　・最終結果　3月下旬

【問い合わせ・申込先】
　※詳しい内容は市ホームページに掲載　（市）西土佐総合支所　地域企画課　☎（52）1111

四万十市制施行・合併10周年記念
第26回 四万十川リバーサイドフルウォーク第26回 四万十川リバーサイドフルウォーク第26回 四万十川リバーサイドフルウォーク
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、穏
や
か
で
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
四
万
十
市
政
の
運
営
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
は
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
道
4
4
1
号
線
網
代
バ
イ
パ
ス
の
開
通
、
下
田
・
蕨

岡
・
八
束
の
各
中
学
校
体
育
館
や
武
道
館
の
落
成
、
ま
た
西
土
佐
総
合
支
所
で
は
新
庁

舎
で
の
業
務
を
開
始
す
る
な
ど
、ハ
ー
ド
事
業
が
多
く
完
成
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、四

万
十
市
急
患
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
が
第
20
回
の
節
目

を
迎
え
た
年
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
夏
は
天
候
不
順
が
続
き
、
連
日
の
雨
と
度
重
な
る
台
風
の
襲
来

に
よ
り
、
中
筋
川
、
四
万
十
川
沿
い
の
集
落
を
中
心
に
、
市
内
の
広
範
囲
で
家
屋
の
床

上
・
床
下
浸
水
や
、農
作
物
等
へ
重
大
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。国
内
に
お
き
ま

し
て
も
、
広
島
の
土
砂
災
害
や
御
嶽
山
の
噴
火
等
、
異
常
気
象
や
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

一
年
で
し
た
。

　

国
政
で
は
、
昨
年
12
月
の
衆
議
院
解
散
総
選
挙
に
よ
り
新
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

全
国
的
な
人
口
減
少
、超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て「
地
方
創
生
」に
関
わ
る
政
策

が
本
格
的
に
始
ま
ろ
う
と
す
る
一
方
で
、将
来
約
9
0
0
の
自
治
体
が「
地
方
消
滅
」し

か
ね
な
い
と
い
う
予
測
も
で
て
く
る
な
か
、地
方
は
生
き
残
り
を
か
け
て
正
念
場
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
未
来
も
変
わ
ら
ず
、四
万
十
市
で
安
心
し
て
幸
せ
な
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
２
つ
の
計
画
を
今
年
３
月
中
ま
で
に
策
定
い
た
し
ま
す
。
１
つ

は
今
後
10
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
四
万
十
市
総
合
計
画
」
、
も
う
１
つ
は
、

本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
と
雇
用
の
場
の
創
出
を
目
指
す「
四
万
十
市
産
業

振
興
計
画
」で
す
。こ
れ
ら
の
計
画
は
、将
来
の
四
万
十
市
の
方
向
性
を
定
め
る
重
要
な

も
の
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
10
日
に
は
四
万
十
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。旧
市
村
の
垣
根
を

超
え
て
、
1
つ
の
新
し
い
市
と
し
て
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
を
祝
い
、
ま
た
こ
れ

か
ら
の
四
万
十
市
の
飛
躍
と
発
展
を
願
い
、10
周
年
記
念
事
業
の
開
催
を
い
ろ
い
ろ
と

予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
日
本
人
三
氏
が
受
賞
、ま
た
17
歳
と
い
う

若
さ
で
困
難
を
乗
り
越
え
、教
育
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
た
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ

ザ
イ
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
な
ど
科
学
技
術
や
社
会
運
動
を
通
じ
て
世
界

を
照
ら
し
た
受
賞
者
ら
が
最
高
の
栄
誉
に
輝
く
な
か
、衆
議
院
解
散
総
選
挙
と

い
う
慌
た
だ
し
い
年
末
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、議
会
・
議
員
の
活
動
原
則
、情
報
公
開
、市
民
参
加
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。議
会
報
告
会
も
区
長
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、市

内
15
会
場
で
実
施
し
、1
5
9
名
の
市
民
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
様
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
ま
す
よ
う

更
な
る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、土
佐
沖
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
の
防
災
対
策
は
予
定
ど
お
り
進
ん

で
い
ま
す
が
、旧
中
村
町
内
の
液
状
化
対
策
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
病
院
の
経
営
改
善
、道
路
網
整
備
の
推
進
な
ど
の
諸
課
題
に
つ
い
て
も
執

行
部
と
一
体
と
な
り
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、四
万
十
市
の
方
向
性
を
定
め
る
総
合
計
画
、産
業
振
興
計
画
も
策

定
し
、市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。豊
か
さ
が
実
感
で
き

る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
い
、市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、本
年
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長　

中
平　

正
宏

市
議
会
議
長　

宮
本　

幸
輝

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ



毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は2月1日（日）～ご自宅のブロック塀の安全点検をしましょう～

　

過
去
の
震
災
で
、
多
く
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
に
よ
っ
て
、
道
路
（
避
難
路
）
を
ふ
さ

ぎ
、避
難
や
消
火
活
動
の
妨
げ
と
な
っ
た
り
、下
敷

き
と
な
る
犠
牲
者
が
発
生
し
た
り
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、そ
れ
ら
の
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、地
域

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
避
難
路
に
面
す
る

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク

塀
撤
去
後
の
安
全
な
フ
ェ
ン
ス
等
を
整
備
す
る
費

用
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
）

　

下
記
点
検
表
の
各
項
目
を
参
考
に
ご
自
宅
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を
し
て
い
た
だ
き
、
１
つ

で
も
該
当
項
目
が
あ
り
、か
つ
避
難
路
に
面

し
て
い
る
も
の
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

　

１
件
に
つ
き
上
限

　

20
万
円

申
込
方
法

　

次
の
書
類
を
地
震

　

防
災
課
ま
で
郵
送

　

ま
た
は
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

・
申
請
書

　

・
点
検
表

　

・
四
万
十
市
納
税
証
明
書（
滞
納
が
な
い
こ
と
の

　

  

証
明
）

　

・
位
置
図
・
配
置
図
・
平
面
図

　

・
見
積
書（
内
訳
を
記
載
し
た
も
の
）

　

※

申
請
書
と
下
記
点
検
表
を
は
地
震
防
災
課
で

　
　

配
布
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
た
後
に
、
新
し
い
ブ

　

  

ロ
ッ
ク
塀
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

  

（
安
全
な
フ
ェ
ン
ス
等
の
設
置
は
可
能
で
す
）

　

・
改
修
の
期
限…

平
成
27
年
２
月
末
ま
で
に
改

　

  

修
が
完
了
で
き
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

地
震
に
備
え
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を
！

〜
撤
去
・
設
置
補
助
の
ご
案
内
〜

災害に備えて ～防災活動の紹介等～

倒壊したブロック塀

ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
の
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

改修前

改修後

ブロック塀安全対策点検表

高さ

壁の厚さ

鉄筋

控壁

基礎

傾き・ひび割れ

ぐらつき

その他

・全体的に傾いている。または1㎜以上のひび割れがある

・塀が土留め壁を兼ねている。または玉石積み擁壁等の上にある

・人の力で簡単にぐらつく

・根入れ深さが20㎝未満

・10㎝未満（高さ2ｍ以下の場合）
・15㎝未満（高さ2ｍを超える場合）

点検項目
補強コンクリートブロック塀 組積造（鉄筋のないブロック塀やレンガ塀）

点検内容（1つでも該当項目があり、かつ避難路に面しているものであれば補助対象）

・2．2ｍを超えている ・1．2ｍを超えている

・壁頂、基礎には横に、壁の端部及び隅角部には縦に、それぞ
　れ直径9㎜以上の鉄筋が入っていない
・壁内に直径9㎜以上の鉄筋が縦横80㎝以内で入っていない

・3．4ｍ以内の間隔で、鉄筋が入った控壁が塀の高さの
　1/5以上突出していない

・丈が35㎝以上で根入れ深さが30㎝以上の鉄筋コンク
　リート造の基礎がない

・4ｍ以内ごとに壁面からその部分における壁の厚さの
　1．5倍以上突出していない、または壁の厚さが必要寸法
　の1．5倍未満

・各部分の厚さがその部分から壁頂までの垂直距離の
　1/10未満
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11
月
30
日（
日
）、具
同
小
学
校
に
お
い
て
、「
具
同
地
区
防

災
連
絡
協
議
会
」（
具
同
地
区
の
15
の
自
主
防
災
組
織
で
構

成
）主
催
の
合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
具
同
地
区
合
同
防
災
訓
練
は
今
年
で
第
６
回
目
を

迎
え
、
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
多
く
の
地
域

住
民
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、国
土
交
通
省
中
村
河
川
国
道
事
務
所

に
よ
る
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
道
路
啓
開
訓
練
や
、防
災

に
つ
い
て
の
取
組
の
講
演
、市
地
震
防
災
課
に
よ
る
市
の
防

災
の
取
組
の
講
演
、消
防
署
員
に
よ
る
応
急
担
架
組
立
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
応
急
救
護
訓
練
や
消
火
訓
練
、起
震
車
に

よ
る
地
震
の
揺
れ
体
験
等
、様
々
な
体
験
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
お
住
ま
い
の
地
域
で
開
催
さ
れ
る
防
災
訓

練
に
積
極
的
に
参
加
し
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
と
す

る
災
害
に
備
え
、「
自
助
」や「
共
助
」の
力
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

四
万
十
市
自
主
防
災
会
連
絡
会
議
が
７
月
よ
り
募
集
を
し

て
い
ま
し
た
平
成
26
年
度
四
万
十
市
防
災
標
語
、
防
災
ポ
ス

タ
ー
の
選
定
を
11
月
７
日
に
四
万
十
市
役
所
で
行
い
ま
し

た
。
防
災
標
語
に
は
、
小
学
生
の
部
２
３
３
作
品
、
中
学
生
の

部
55
作
品
、
一
般
の
部
７
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
ま
ず
、
優
秀

賞
と
し
て
小
学
生
の
部
３
作
品
、中
学
生
の
部
、一
般
の
部
共

に
１
作
品
の
計
５
作
品
が
選
ば
れ
、
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞

１
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

防
災
標
語
　

最
優
秀
賞

【
一
般
の
部
】

人
の
輪
を
　

広
げ
て
つ
な
ぐ
　

地
域
の
防
災

　
　
　
　
　
　
　

西
土
佐
岩
間
　
　
　

竹
本
　

光
伸
さ
ん

優
秀
賞

【
中
学
生
の
部
】

訓
練
で
　

助
か
る
命
　

無
限
大

　
　
　
　
　
　
　

蕨
岡
中
学
校
２
年
　

竹
村
　

美
乃
里
さ
ん

【
小
学
生
の
部
】

地
域
と
の
　

き
ず
な
で
助
か
る
　

そ
の
命

　
　
　
　
　
　
　

東
山
小
学
校
５
年
　

入
野
　

日
奈
多
さ
ん

訓
練
は
　

み
ん
な
を
守
る
　

命
づ
な

　
　
　
　
　
　
　

東
山
小
学
校
５
年
　

岡
井
　

来
夢
さ
ん

高
め
よ
う
　

「
も
し
も
」の
た
め
の
　

防
災
意
識

　
　
　
　
　
　
　

中
村
南
小
学
校
６
年
　

中
屋
　

李
香
さ
ん

　

今
回
の
応
募
作
品
は
、
訓
練
の
必
要
性
を
表
現
す
る
作
品

が
非
常
に
多
く
、
選
定
委
員
で
あ
る
同
連
絡
会
議
の
役
員
か

ら
は
、『
「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
訓
練
が

重
要
で
あ
る
」と
い
う
防
災
意
識
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に

も
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
』
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

防
災
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
小
学
生
の
部
に
14
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
最
優
秀
賞
と
し
て
蕨
岡
小
学
校
６
年
の
有
田
世
奈
さ

ん
の
作
品（
31
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

作
品
に
対
す
る
説
明
と
し
て
、「
私
は
、
地
震
が
き
た
ら
ま

ず
、机
の
下
に
隠
れ
る
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
に
し
ま
し
た
。避
難

訓
練
と
か
で
も
、机
の
下
に
隠
れ
る
し
、自
分
の
命
は
人
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
で

す
。」と
あ
り
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」と
い
う
、「
自
助
」

に
よ
る
防
災
力
の
重
要
性
を
認
識
し
た
意
見
に
、
選
定
委
員

か
ら
も
感
心
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
選
定
さ
れ
た
標
語
、ポ
ス
タ
ー
は
、市
の
作
成
す
る
懸

垂
幕
や
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
と
し
て
使
用
し
、
四
万
十
市
の
防

災
意
識
の
啓
発
活
動
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
優
秀
賞
、
最
優
秀
賞
の
表
彰
式
は
、
平
成
27
年
２
月

以
降
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
防
災
講
演
会
の
席
上
に
お
い

て
行
う
予
定
で
す
。防
災
講
演
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、広
報

２
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
は

耐
震
化
が
必
要
で
す
！

木
造
住
宅
耐
震
診
断
無
料
！
随
時
受
付
中
で
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

防
災
活
動
の
紹
介

〜
具
同
地
区
合
同
防
災
訓
練
〜

平
成
26
年
度
四
万
十
市
防
災
標
語
、

防
災
ポ
ス
タ
ー
の
選
定
に
つ
い
て

国交省による道路啓開訓練
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枚
方
市
友
好
都
市
物
産
展

　

11
月
20
日
、

21
日
、
大
阪

府
枚
方
市
の

岡
東
公
園
に

て
「
友
好
・
交

流
都
市
物
産

展
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
物
産
展

は
、
北
海
道

別
海
町
や
沖

縄
県
名
護
市
な
ど
、
枚
方
市
の
７
つ
の
友
好
都

市
・
交
流
都
市
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
、四
万
十

市
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
四
万
十
市
か
ら
は
、
四
万
十
牛
コ
ロ
ッ

ケ
や
鮎
の
塩
焼
き
、ひ
す
い
餃
子
、焼
き
栗
な
ど

の
温
か
い
も
の
や
、ノ
リ
の
佃
煮
、ゆ
ず
甘
酢
や

と
み
や
ま（
酒
）な
ど
の
加
工
品
を
買
い
求
め
る

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
四
万
十
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
も
多
く
訪
れ
、
中
に
は
ゆ
か
り
は
な

い
け
れ
ど
も
四
万
十
市
の
フ
ァ
ン
で
毎
年
来
て

い
る
と
い
う
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
の
方
も
お
ら

れ
、
四
万
十
市
へ
の
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
in
四
万
十
開
催

　

11
月
28
日（
金
）、四
万
十
市
役
所
に
て「
第
12
回
友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
in
四

万
十
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
は
、
大
阪
府
枚
方
市
を
中

心
に
友
好
都
市
提
携
を
行
っ
て
い
る
四
万
十
市
、沖
縄
県
名
護
市
、北
海
道
別

海
町
の
４
市
町
で
構
成
し
、平
成
３
年
の
第
１
回
以
降
、各
都
市
持
ち
回
り
で

開
催
し
友
好
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
万
十
市
で
は
11
年
ぶ
り
３
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は「
産
業
振
興
間
連
携
を
活
か
し

た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

４
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
振
興
策
や
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
事

例
発
表
を
行
い
、相
互
連
携
に
つ
い
て
語

り
あ
い
ま
し
た
。

　

各
都
市
か
ら
の
特
色
あ
る
事
例
発
表

の
あ
と
、本
市
か
ら
は
産
業（
分
野
別
）の

概
要
、ぶ
し
ゅ
か
ん
な
ど
を
事
例
と
し
た

地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発
や
現

在
策
定
中
の
産
業
振
興
計
画
に
つ
い
て

中
平
市
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
後
は
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、産
業
連
携
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
、特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
宣
言
す

る
「
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
」
に
４
首
長
が

署
名
し
、今
後
も
継
続
し
て
友
好
交
流
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
平
成
29
年
に
枚
方
市
で
開
催

の
予
定
で
す
。

　高知県には、優れた自然が数多くあり、国立公園、国定公園、県立自然公園の22カ所の自然公園が指定さ

れています。この自然を保護するために、自然公園内でおこなう行為、例えば、建築物の新築、（増・改築）、木

竹の伐採、土地の形状変更、広告物の掲出、設置または表示などには法律や条例による規制があり、自然公

園の場所により申請や届出が必要となる場合があります。

　詳しくは、県環境共生課のホームページでご確認ください。

【問い合わせ先】

　（県）林業振興・環境部環境共生課

 　☎088（821）4842　　

 　メールアドレス　030701@ken.pref.kochi.. lg.jp

　 ホームページ　　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030701/

知っていますか？自然公園
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四
万
十
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
ひ
が
し
や
ま
」
お

よ
び
「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
な
か
む
ら

み
な
み
」
で
使
用
す
る
食
材
に
つ
い

て
、
納
入
を
希
望
さ
れ
る
業
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
募
集
要
領
を
配
付
し
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
納
入
対
象
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
29
年
３
月
31
日

●
受
付
期
間

　

１
月
５
日（
月
）〜
23
日（
金
）

　

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
８
時
30
分

　

〜
17
時
15
分
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

四
万
十
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
ひ
が
し
や
ま
」

　

〒
7
8
7-

0
0
0
9

　

四
万
十
市
佐
岡
1
2
2
9-

1

　

☎（
3
1
）0
9
9
0

　

F
A
X(

3
1
）0
9
9
1

四
万
十
市
立
小
学
校

（
中
村
地
域
）の
給
食

食
材
納
入
希
望
業
者

の
募
集
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、窓
口
で
発
行
さ
れ
た
各
種
証
明
書
等
を
持
ち
帰
る

た
め
の
封
筒（
窓
口
用
封
筒
）、公
文
書
発
送
等
に
使
用
す
る
封
筒

（
公
用
封
筒
）、四
万
十
市
職
員
の
給
与
明
細
を
入
れ
る
封
筒（
窓
枠

封
筒
）お
よ
び
市
内
の
各
地
区
文
書
回
覧
用
回
覧
板
に
つ
い
て
、無

償
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
の
内
容

　

（
1
）広
告
入
り
窓
口
用
封
筒（
角
形
２
号：

1
万
枚
、長
形
３
号：

　
　
　

1
万
枚
）

　

（
2
）広
告
入
り
公
用
封
筒（
角
形
２
号：

２
万
枚
、長
形
３
号：

５

　
　
　

万
枚
）

　

（
３
）広
告
入
り
窓
枠
封
筒（
長
形
３
号：

１
万
枚
）

　

（
４
）広
告
入
り
各
地
区
文
書
回
覧
用
回
覧
板（
A
4
縦：

2
千
冊
）

　

※（
1
）〜（
４
）の
う
ち
い
ず
れ
か
の
み
の
応
募
も
可
と
し
ま
す
。

募
集
期
間（
第
１
回
）

　

１
月
５
日（
月
）〜
30
日（
金
）

応
募
方
法

　

四
万
十
市
広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
等
無
償
提
供
者
募
集
要
項
、

四
万
十
市
広
告
掲
載
物
品
の
無
償
提
供
に
関
す
る
要
領
お
よ
び
四

万
十
市
広
告
掲
載
要
領
を
参
照
の
う
え
、必
要
書
類
を
左
記
ま
で

持
参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
必
要
書
類
お
よ
び
要
項
等
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十

　
　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、市

　
　

役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
お
よ
び
西
土
佐
総
合
支
所
窓
口

　
　

で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
市
）総
務
課
　

行
政
管
理
係
　

☎（
3
4
）1
8
0
4

　

本
市
で
は
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、

年
次
的
に
地
区
住
民
の
飲
料
水
確
保
お
よ
び
火
災
時
の
消
防
水
利
を
目
的
と

し
た
耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。昨
年
度
の
古
津
賀
第
２

団
地
、中
村
小
学
校
へ
の
設
置
に
引
き
続
き
、本
年
度
は
下
田
地
区
へ
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
設
置
工
事
に
つ
い
て
】

　

工
事
の
施
工
期
間
中
に
お
き
ま
し
て
は
、皆
さ
ま
に
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
事
と
な
り
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
設
置
後
は
配
水
区
切
替
作
業
や
、貯
水
槽
へ
の
通
水
な
ら
び
に
連
絡
管

洗
浄
を
目
的
と
し
た
既
設
水
道
本
管
か
ら
の
分
岐
作
業
を
行
い
ま
す
が
、そ
の

際
多
少
の
濁
り
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。濁
り
は
一
時
的
な
も
の
で
す

の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

施
工
期
間
　

平
成
27
年
３
月
13
日
ま
で

施
工
業
者
　

㈱
中
村
住
設
　

☎（
３
４
）３
６
２
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）上
下
水
道
課
　

水
道
係
　

☎（
3
4
）1
1
4
9

下
田
地
区
耐
震
性
貯
水
槽

設
置
に
つ
い
て

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
等

　
　

無
償
提
供
者
の
公
募
に
つ
い
て

参考：設置写真(古津賀第2団地)
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来
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
お
よ
び
９

月
定
例
会
以
降
に
お
け
る
主
要
課
題
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

【
平
成
27
年
度
予
算
編
成
方
針
】

　

は
じ
め
に
、
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
方

針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
は
、全
国
的
な
人
口
減
少
、超
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
活
か
し
た
自
立
的
で
持
続
的
な
社

会
を
創
生
で
き
る
よ
う
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
」を
設
置
し
、こ
れ
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
自
然
災
害
の
対

策
と
し
て
、
国
は
事
業
の
優
先
順
位
を
決
め
、

施
策
の
重
点
化
を
図
り
、
大
規
模
自
然
災
害

に
強
い
国
土
及
び
地
域
を
作
る
と
し
て
お
り
、

地
域
防
災
力
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
た

「
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
と
し

て
、「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
早
急
に

公
共
施
設
等
の
全
体
状
況
を
把
握
し
、
長
期

的
な
視
点
を
持
っ
て
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
な
ど
を
計
画
す
る
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
の
策
定
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

「
新
し
く
造
る
こ
と
」か
ら「
賢
く
使
う
こ
と
」

へ
の
重
点
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
来
年
度
の
概
算
予
算
要
求
で
は
、
地

方
財
政
に
お
い
て
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
１
４
」及
び「
中
期
財
政
計

画
」で
示
さ
れ
た
方
針
を
踏
ま
え
、地
方
の
一

般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
地
方

財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
実

質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
試
算
で
は
景
気
回

復
に
よ
る
地
方
税
の
増
収
を
前
提
と
し
て
い

る
た
め
、
景
気
回
復
の
波
及
効
果
の
薄
い
地

方
に
と
っ
て
は
税
収
が
伸
び
ず
、
交
付
税
だ

け
が
減
少
し
た
場
合
、
一
般
財
源
の
確
保
が

ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
面
で
は
自
主

財
源
に
乏
し
く
市
税
収
入
は
減
少
傾
向
に
あ

る
う
え
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
と
い

う
合
併
支
援
措
置
の
段
階
的
な
縮
小
が
平
成

28
年
度
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
加
え
て
、
歳
出
面

に
お
い
て
は
高
齢
化
や
景
気
動
向
に
よ
る
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
財
政
見
通
し

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
、
こ
れ
ら
を
見
据

え
た
行
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、今
年
度
策
定
す
る「
四
万

十
市
総
合
計
画
」の
将
来
像
で
あ
る「
人
が
輝

き
、
夢
が
生
ま
れ
る
　

悠
久
と
躍
動
の
ま
ち

四
万
十
市
」を
目
指
し
て
、次
の
４
点
を
念
頭

に
置
き
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
、効
率
的

に
活
用
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
長
期
的
な
課
題
へ
の
取
り
組

み
」で
す
。

　

「
四
万
十
市
総
合
計
画
」を
策
定
す
る
中
で

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
し
て
、
次
の

６
点
を
整
理
し
て
お
り
ま
す
。

　

(

１) 

人
口
減
少
を
い
か
に
抑
制
す
る
か

　

(

２) 

産
業
の
活
性
化
を
い
か
に
図
る
か

　

(

３) 

防
災
・
減
災
へ
の
対
応
を
い
か
に
強

化
す
る
か

　

(

４) 

市
民
の
福
祉
環
境
の
充
実
を
い
か
に

高
め
る
か

　

(

５) 

四
万
十
ら
し
さ
の
発
揮
を
い
か
に
推

進
す
る
か

　

(

６) 

中
山
間
地
域
対
策
を
い
か
に
進
め
る
か

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
即
効
的
な
解

決
策
は
な
い
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
視
点
で

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は「
施
策
の
厳
選
と
重
点
化
」で
す
。

　

喫
緊
の
行
政
課
題
に
対
応
し
、
限
ら
れ
た

財
源
を
活
用
す
る
た
め
、
継
続
事
業
や
緊
急

性
・
重
要
性
の
高
い
各
種
施
策
に
優
先
的
に

財
源
を
配
分
す
る
よ
う
、
次
の
４
つ
の
重
点

施
策
を
念
頭
に
施
策
の
厳
選
と
重
点
化
を
図

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
市
議
会
定
例
会

市
長
説
明
要
旨

（
抜
粋
）
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(
１) 

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

(
２) 
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

(

３) 

地
域
防
災
力
の
向
上

(

４) 

子
育
て
支
援
対
策

　

ま
た
、
新
規
事
業
を
開
始
す
る
時
に
は
そ

の
効
果
が
最
大
と
な
る
よ
う
期
限
を
設
定
し
、

見
直
し
時
期
ま
た
は
終
了
時
期
を
明
確
に
し

た
う
え
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
点
目
は
「
施
設
の
有
効
活
用
と
適
正
な

管
理
」で
す
。

　

新
規
施
設
の
建
設
に
は
莫
大
な
費
用
が
か

か
る
う
え
に
後
年
度
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

も
必
要
と
な
る
た
め
、
真
に
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
施
設
で
あ
る
か
慎
重
に
検
討
し
着

手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
た
め
、
施
設
の
新
設
に
よ
る
後
年
度
負
担

を
極
力
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
を

再
点
検
し
有
効
活
用
を
検
討
の
う
え
、
適
正

な
維
持
管
理
の
も
と
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、改
修
費
用
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
、利

用
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、統
合
、廃
止
も
含
め

た
抜
本
的
な
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

４
点
目
は「
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
の
推
進
」

で
す
。

　

先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
普
通
交

付
税
の
合
併
支
援
措
置
の
段
階
的
な
縮
小
に

よ
り
一
般
財
源
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
種
事
業
を
再
点
検
し
そ
の

必
要
性
を
見
直
す
と
と
も
に
、
第
２
次
行
政

改
革
で
の
検
討
項
目
に
積
極
的
に
取
り
組
む

な
ど
、
よ
り
一
層
の
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
ま

す
。

　

続
き
ま
し
て
、
９
月
定
例
会
以
降
に
お
け

る
主
要
課
題
等
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

【
総
合
計
画
・
産
業
振
興
計
画
】

　

ま
ず
は
、総
合
計
画
に
つ
い
て
で
す
。

　

昨
年
度
策
定
の
基
本
構
想
に
引
き
続
き
、

基
本
目
標
ご
と
に
具
体
の
施
策
等
を
位
置
付

け
る
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
在
、
各
課
で
検
討
し
た
施
策
の
た
た
き

台
を
基
に
、庁
内
策
定
委
員
会
、審
議
会
と
も

部
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
２
回
の
会
議
開

催
に
よ
り
議
論
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、残
り
２
回
の
部
会
審
議
を
経
て
、２

月
上
旬
に
全
体
会
で
の
最
終
と
り
ま
と
め
を

行
っ
た
う
え
で
、
平
成
27
年
３
月
の
市
議
会

定
例
会
へ
議
案
と
し
て
上
程
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、議
会
に
対
し
ま
し
て
も
、計
画

内
容
を
事
前
に
ご
説
明
し
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
日
中
に
計

画
の
素
案
を
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
産
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
で
す
が
、

庁
内
の
検
討
チ
ー
ム
と
各
産
業
分
野
の
実
践

者
の
方
々
を
加
え
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、

そ
し
て
、
産
業
振
興
関
連
団
体
の
代
表
者
の

方
々
な
ど
で
組
織
す
る
審
議
会
に
お
い
て
議

論
を
重
ね
、
さ
る
11
月
に
「
中
間
と
り
ま
と

め
」を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
は
、
本
市
の
産
業
の
現
状
や
課

題
を
洗
い
出
し
、目
指
す
将
来
像
を「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
産
業
の
力
み
な
ぎ
る
四
万
十

市
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
基
本
方
針

と
し
て
「
足
腰
を
強
め
、
地
力
を
高
め
る
」
、

「
産
業
間
の
連
携
を
強
化
す
る
」、「
情
報
発
信

と
外
商
の
強
化
」、「
産
業
の
担
い
手
、人
材
の

確
保
・
育
成
」
の
４
つ
を
掲
げ
、
各
産
業
分
野

の
具
体
的
な
取
組
み
を
示
す
と
と
も
に
、「
地

産
地
消
の
促
進
」
と
「
地
産
外
商
の
推
進
」
を

テ
ー
マ
に
産
業
間
が
連
携
し
た
横
断
的
な
取

組
み
に
つ
い
て
も
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
並
び
に
産
業
振
興
計
画

に
対
す
る
市
民
の
声
を
反
映
す
る
手
立
て
と

し
ま
し
て
、
先
月
12
日
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
加
え
、18
日
か
ら
市
内
17
か
所

で
地
区
懇
談
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
整
理
の
う

え
、
計
画
の
最
終
と
り
ま
と
め
に
入
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地区懇談会（大宮地区）
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【
高
速
道
路
の
延
伸
に
つ
い
て
】

　

次
に
、四
国
４
県
を
繋
ぐ
高
速
道
路「
８
の

字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
佐
賀
〜
四
万
十
間
と
宿
毛
〜
内
海
間
は

未
だ
事
業
化
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

高
速
道
路
は
「
地
域
を
つ
な
ぐ
・
命
の
道
」

で
あ
り
、
幡
多
地
域
に
延
伸
さ
せ
る
こ
と
は
、

地
域
住
民
の
永
年
の
夢
で
あ
る
と
と
も
に
、

私
の
夢
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
佐
賀
〜
四
万
十
間
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
規
事
業
採
択
時
評
価
の
前
段
と
し
て
、

事
業
の
必
要
性
な
ど
を
検
証
す
る
計
画
段
階

評
価
手
続
き
を
実
施
中
で
あ
り
ま
す
が
、
幡

多
地
域
の
実
情
や
高
速
道
路
の
必
要
性
を
、

私
自
ら
が
強
く
関
係
各
所
に
訴
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
至
り
、本
年
７
月
に
は
、大
豊
町

か
ら
宿
毛
市
に
わ
た
る
関
係
自
治
体
で
構
成

す
る
四
国
横
断
自
動
車
道
高
知
県
建
設
促
進

期
成
会
の
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

会
長
就
任
後
に
は
、
国
土
交
通
省
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
へ
早
期
事
業
化
を
強
く

要
望
し
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に
も
地
域

の
熱
い
思
い
を
伝
え
る
た
め
、
産
業
振
興
や

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
応
の
観
点
か
ら
、
高
速

道
路
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
要
望
資

料
を
と
り
ま
と
め
、
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、強
く
お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宿
毛
〜
内
海
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
だ
計
画
段
階
評
価
の
手
続
き
に
着
手
い
た

だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
区
間
も
早

期
に
着
手
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
愛
媛
県
側

と
も
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
要
望
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、片
坂
バ
イ
パ
ス
は
平
成
30
年
度
、
ま

た
中
村
宿
毛
道
路
は
平
成
31
年
度
を
開
通
見

通
し
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
見
通
し
通
り
の
整
備
を
お
願
い

す
る
た
め
に
は
、
今
後
と
も
整
備
の
た
め
の

予
算
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
着
実
な
道
路
整
備
を
進
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
国
の
道
路
関
係
予
算
が
前
年

度
と
比
較
し
て
増
額
と
な
る
よ
う
、
あ
わ
せ

て
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
本
市
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
四

国
横
断
自
動
車
道
の
延
伸
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
予
土
県
境
地
域
連
携
】

　

高
速
道
路
の
延
伸
に
よ
る
宇
和
島
市
、
四

万
十
町
を
結
ぶ
国
道
３
８
１
号
を
軸
に
、
県

境
を
越
え
た
広
域
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
の

活
用
や
魅
力
の
向
上
で
誘
客
を
図
ろ
う
と
、

今
年
３
月
に
予
土
県
境
地
域
連
携
実
行
委
員

会
（
愛
媛
県
、
高
知
県
、
宇
和
島
市
、
鬼
北
町
、

松
野
町
、四
万
十
町
、四
万
十
市
及
び
西
土
佐

ふ
る
さ
と
市
を
含
む
道
の
駅
）
が
発
足
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
点
在
す
る
道
の
駅
や
観

光
施
設
等
の
結
び
つ
き
を
図
り
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
の
運
行
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

今
年
９
月
14
日
に
実
施
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト（
四
万
十
・
南
予
横
断
２
リ
バ
ー

ビ
ュ
ー
ラ
イ
ド
）
で
は
、
愛
媛
・
高
知
両
県
で

１
８
３
名
が
参
加
さ
れ
、
宇
和
島
市
か
ら
四

万
十
町
ま
で
県
境
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
グ

ル
メ
な
ど
地
域
の
魅
力
を
存
分
に
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
を
含
む
道
の

駅
連
携
に
よ
る
「
南
予
＆
四
万
十
味
わ
い
紀

行
」で
は
、周
辺
観
光
や
体
験
、特
産
品
、ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
、地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
美
し
い
自
然
や
地
域
特
産
品
及
び

ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
県
境
を
越
え
た

広
域
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用
や
魅
力

の
向
上
に
努
め
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

整備が進む片坂バイパス（拳ノ川橋）
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10

平
成
27
年
1
月
号



【
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
】

　

次
に
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で

す
。

　

近
年
い
じ
め
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
た
個
人
攻
撃
等
が
原
因
で
児
童
生
徒
の
自

殺
に
繋
が
る
事
例
が
発
生
す
る
な
ど
、
そ
の

形
態
が
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、今
年
９
月
に「
四
万
十
市
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」を
策
定
し
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
各
学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
、
複
数
の
教
職
員

や
外
部
の
心
理
、
福
祉
等
の
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
者
か
ら
構
成
す
る
組
織
を
設
置
の
う

え
、い
じ
め
の
防
止
や
早
期
発
見
、早
期
対
応

へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
じ
め
の
形
態
が
複
雑

多
様
化
し
て
い
る
中
に
お
い
て
は
、
学
校
だ

け
の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、今

後
の
い
じ
め
の
防
止
、
早
期
発
見
や
事
態
へ

の
対
応
を
行
う
た
め
次
の
３
つ
の
組
織
を
設

置
す
る
な
ど
、
い
じ
め
の
根
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

１
つ
に
は
、
市
内
の
関
係
す
る
諸
団
体
の

連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
四
万
十

市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
学
校
、
教
育
委
員

会
、児
童
相
談
所
や
警
察
等
、諸
団
体
相
互
の

情
報
共
有
や
横
断
的
な
啓
発
活
動
な
ど
を
行

う
も
の
で
、
小
さ
な
い
じ
め
の
サ
イ
ン
を
見

過
ご
す
こ
と
な
く
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
い
く
と
い
う
も
の

で
す
。

　

２
つ
目
は
、
主
に
い
じ
め
問
題
の
調
査
を

行
う「
四
万
十
市
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
す
。こ
れ
は
、重
大
な
い
じ
め
問

題
が
発
生
し
た
際
に
学
校
や
教
育
委
員
会
だ

け
で
な
く
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
持
っ

た
第
三
者
を
交
え
た
調
査
に
よ
り
、
実
態
把

握
と
原
因
の
究
明
に
努
め
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

３
つ
目
に
は
、「
四
万
十
市
い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
の

「
四
万
十
市
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会
」が
扱

う
重
大
事
態
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
の
対
処
内
容
や
同
じ
よ
う
な
事
件
の

発
生
防
止
の
た
め
に
、
市
長
で
あ
る
私
が
再

調
査
す
べ
き
と
判
断
し
た
場
合
に
、
当
該
事

案
の
調
査
を
可
能
と
す
る
附
属
機
関
と
し
て

市
長
部
局
に
設
置
を
す
る
も
の
で
す
。

　

い
じ
め
問
題
は
、
子
ど
も
の
生
命
に
関
わ

る
深
刻
な
課
題
で
あ
る
た
め
、
い
じ
め
の
根

絶
に
向
け
、
市
、
教
育
委
員
会
、
学
校
や
団
体

等
が
連
携
し
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
組
織
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
議
会
に
議
案
と
し
て
上
程
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
】

　

次
に
、子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
つ
い
て

で
す
。

　

平
成
24
年
８
月
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
」
が
成
立
し
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
や

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
へ
の
総
合
的
な
支

援
を
推
進
す
る
た
め
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
と
し
て
来
年
度
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
新
制
度
は
、
市
町
村
に
お
い
て
幼
児

期
の
学
校
教
育
・
保
育
、子
育
て
支
援
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、認
定
こ
ど
も
園
、保
育
所
な
ど

の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
そ

の
目
的
は
次
の
３
つ
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
つ
に
は
、
幼
児
教
育
と
保
育
を
一
体
的

に
提
供
す
る
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
併

せ
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
を
行
い
、
質

の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総
合

的
な
提
供
を
行
う
こ
と
、
二
つ
目
と
し
ま
し

て
は
、認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
に
加
え
、事

業
所
内
保
育
と
い
っ
た
３
歳
未
満
の
少
人
数

の
子
ど
も
を
保
育
す
る
地
域
型
保
育
事
業
を

組
み
合
わ
せ
、
保
育
の
量
的
拡
大
や
、
教
育
・

保
育
の
質
の
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
三
つ
目
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
と
し
ま
し
て
、地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
童
保
育
の
機
能

強
化
な
ど
、
す
で
に
あ
る
事
業
の
充
実
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
制
度
の
創
設
を
受
け
、
現
在

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
向
こ
う
５
年
間

　

園庭での自由遊び
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を
計
画
期
間
と
し
ま
す「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
、
幼
児
期
の
学
校

教
育
、保
育
、子
育
て
支
援
に
係
る
ニ
ー
ズ
調

査
を
基
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
保

護
者
、幼
稚
園
長
、校
長
会
、民
生
・
児
童
委
員

協
議
会
、
市
の
関
係
行
政
機
関
で
構
成
す
る

「
四
万
十
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置

し
ま
し
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、民
間
事
業
者
に
お
き
ま
し
て
も
、幼

稚
園
が
認
定
こ
ど
も
園
へ
、
認
可
外
保
育
施

設
の
一
部
が
認
可
保
育
所
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

移
行
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
動
き
は
、
乳
幼
児
の
待
機
児
童
解
消
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
ま
し
て
も
こ
れ
ら
民
間
事
業
者
に
対

し
て
必
要
な
施
設
整
備
等
の
助
成
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

て
い
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
制
度
に
お
い
て
施
設
等
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
が
給
付
費
を
支
給

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
が
運
営

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
の
確
認
行
為
と
、

地
域
型
保
育
事
業
に
お
け
る
事
業
所
の
認
可

行
為
が
、
市
町
村
事
務
と
し
て
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
内
閣
府
の
定
め

に
よ
る
運
営
基
準
条
例
を
定
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
定
例
会
に
は
、
関

連
す
る
２
つ
の
条
例
案
を
議
案
と
し
て
上
程

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
行
政
改
革
】

　

最
後
に
、行
政
改
革
に
つ
い
て
で
す
。

　

国
の
合
併
特
例
措
置
期
間
の
終
了
が
平
成

32
年
度
末
に
迫
る
中
、
四
万
十
市
と
し
て
身

の
丈
に
合
っ
た
行
財
政
規
模
へ
の
変
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
す

る
第
２
次
四
万
十
市
行
政
改
革
大
綱
と
推
進

計
画
の
策
定
に
向
け
、
昨
年
来
よ
り
全
課
か

ら
の
提
出
調
書
を
基
本
に
調
整
協
議
を
行
い
、

大
綱
の
骨
格
部
分
を
固
め
た
段
階
で
す
。
現

在
は
大
綱
の
素
案
策
定
と
合
わ
せ
、
そ
の
詳

細
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
推
進
計
画

の
調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
年
末
に
予
定
し
て
い
ま
す
行
政

改
革
実
施
本
部
に
お
け
る
確
認
を
経
た
う
え

で
、
来
年
早
々
に
は
附
属
機
関
で
あ
り
ま
す

行
政
改
革
委
員
会
に
諮
問
を
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
ま
し
て
議
会
所
管
委

員
会
に
対
し
て
も
そ
の
案
に
つ
い
て
ご
報
告

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
主
要
課
題
等
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
ご
報
告
を
終
り
ま
す
。

11
月
15
日
〜
12
月
14
日

11
月
15
日
　

京
都
高
知
県
人
会
総
会（
京
都
）

　
　

18
日
　

市
戦
没
者
並
び
に
満
州
分
村
殉
難
者
合

　
　
　
　
　

同
追
悼
式

　
　
　
　
　

幡
多
法
人
会
要
望
受

　
　
　
　
　

地
区
懇
談
会（
〜
24
日
）

　
　

19
日
　

国
道
４
３
９
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　
　
　

国
土
交
通
省
等
要
望（
東
京
　

〜
20
日
）

　
　

20
日
　

簡
易
水
道
整
備
促
進
全
国
大
会

　
　
　
　
　

山
村
振
興
法
改
正
・
延
長
実
現
総
決
起

　
　
　
　
　

大
会

　
　
　
　
　

四
国
横
断
自
動
車
道
高
知
県
建
設
促
進

　
　
　
　
　

期
成
会
国
土
交
通
省
等
要
望

　
　

23
日
　

一
條
神
社
例
大
祭

　
　
　
　
　

予
土
線
全
線
開
通
40
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
中
村
ま
つ
り

　
　

25
日
　

楠
島
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

四
万
十
市
防
災
会
議

　
　

28
日
　

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト

　
　

29
日
　

西
土
佐
福
祉
会
文
化
祭

12
月
１
日
　

12
月
市
議
会
定
例
会（
〜
17
日
）

　
　

３
日
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
ケ
ニ
ア
職
員
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　

大
川
筋
地
域
子
ど
も
を
守
る
会
要
望
受

　
　

４
日
　

国
保
連
合
会
理
事
会（
高
知
市
）

　
　

７
日
　

片
魚
ふ
る
さ
と
祭
り

　
　
　
　
　

下
田
え
び
す
祭
り

　
　

９
日
　

純
米
吟
醸
と
み
や
ま
新
酒
試
飲
会
　

　
　

11
日
　

高
知
県
高
齢
・
退
職
者
団
体
連
合
、日
本

　
　
　
　
　

労
働
組
合
総
連
合
会
高
知
県
連
合
会
要

　
　
　
　
　

望
受

　
　

13
日
　

農
事
組
合
法
人
入
田
村
　

法
人
設
立
総
会

市
長
日
誌
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　流域連携の一例として、四万十川保全のための広域的な組織について少し触れてみたいと思います。四万十川

流域では、四万十川保全を目的とした２つの広域的組織が設立されています。まずひとつは「四万十川総合保全

機構」です。四万十川を流域共通の財産として後世に引き継ぐために、当時流域８市町(現四万十市、四万十町、中

土佐町、津野町、梼原町の５市町)が一体となって、平成６年に発足しました。この機構は、各自治体の首長により

構成され、四万十川の清流保全に係る流域の方針について決定しています。そしてこの方針を実践していくの

が、もうひとつの組織である「四万十川財団」です。平成12年に高知県と流域市町村が出資し設立されました。産

学官民が一同に集い、その連携のもとに四万十川保全事業や全国への情報発信活動を行うことを目的としてさ

まざまな活動を展開しています。

　また組織の設立以外では、平成18年に高知県四

万十川条例が誕生し、高知県内流域全体の四万十川

保全や振興に関する方針が条例という形で明示さ

れました。

　これらのような流域連携の取り組みが実を結ん

だ結果、平成21年には四万十川流域が国の文化財

のひとつである“重要文化的景観”に選定されまし

た。複数の自治体が市町の枠を超えて重要文化的景

観の選定を受けることは全国で初めてのことです。

　今月号は、四万十川条例で掲げた「四万十川の将来像」を実現するにあたり、流域市町で連携して行って
いる広域的な機構活動や四万十川保全の取り組みについてご紹介します。

最後の清流を後世に
第4回：流域市町の連携

【問い合わせ先】 （市）観光課　四万十川対策係　☎（34）1170

　四万十川は、津野町不入山を源流点とし、逆S字を描くよう蛇行しながら、多くの支流を集め土佐湾に注ぎま

す。支流を含めた関係市町村は２県３市７町１村にのぼり、各地域ではそれぞれ四万十川保全の取り組みが行わ

れています。しかし一方で、流域自治体は分かれていても四万十川は一本です。そのため、環境保全や地域振興な

ど、流域が一丸となって進める取り組みも同時に必要となってきます。

　流域市町の連携について、四万十市四万十川条例第23条では、「市は、四万十川の保全と振興に関する方策につ

いて、他の流域市町と連携して推進するように努め、必要な協力を要請するとともに、これらの市町との間で流

域の一体感を醸成するよう努めるものとする。」とうたわれています。

【流域市町の連携のこれまで】

【みんなの力で四万十川をきれいに】

　流域が連携するイベントの中で、身近な例のひとつに毎年恒例の四万十川流域一斉清掃があります。

　かねてより流域の市町村では、それぞれの自治体や地域の環境保全団体が主催する河川清掃がおのおのに行

われていました(旧西土佐村や旧中村市・中村市民憲章推進協議会主催の各市村一斉清掃、四万十の日実行委員

会主催の四万十川への恩返し一斉清掃等)。ここに平成4年「四万十川一斉クリーンアップ作戦」と銘打った流域

一斉清掃が始まりました。この取り組みは、当時四万十川流域の県内８市町村がそろって行う河川清掃として

初の試みでした。

　これらの取り組みは現在も受け継がれ、平成18

年度からは四万十の日にちなんだ4月10日付近の

日曜日に流域一斉清掃が開催されています。この清

掃には、例年全市町併せて約5,000名の参加があり、

四万十市内だけでも1,000人を超える皆さんにご協

力を頂いています。このように多数の方に参加して

いただき、長年継続できているのも四万十川が流域

の方々に愛されている証しではないでしょうか。

平成４年度四万十川一
斉クリーンアップ作戦
パンフレット。記念すべ
き第1回目の流域一斉

清掃です！

平成26年度の一斉清
掃は４月６日に開催さ
れました。あいにくの
天気となりましたが、
今年も多くの方にご参
加いただきました。
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　市職員の給与は、民間給与の動向や各界、各地域からの意見などを総合的に勘案した人事院勧告等に沿い、国
家公務員や他の地方公共団体との均衡を図りながら、必要な条例議案を市議会に提案し、決定されます。
　平成26年度四万十市の職員数・給与等の現状について市民の皆さんにお知らせいたします。

市職員の給与等の状況市職員の給与等の状況

１. 部門別職員数の状況（平成２６年４月１日現在）
区　　　       分
部　　　       門

職　　員　　数
備　　　考２５年度 ２６年度 比　較

公営企業等

一般行政部門

教育部門

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　水
商　工
土　木
計

小　　 計

小　　   計

病　院
水　道
下水道
その他

合　　計

　　　４
　７９
　２７

　　１６５
３１
２７

　　９
　２６
３６８
　５１
４１９
１３１
１１
４

３１
１７７
５９６

　　　　　４
　７９
　２４

　　１６３
３０
２７

　　１１
　２７
３６５
４８

４１３
１３５
１２
３

３４
１８４
５９７

－
－

△　３
　　△　２

△　１
－

　　２
　１

△　３
△　３
△　６

４
１

△　１
３
７
１

※診療所含む。

※国保会計等

普通会計部門

(注 )　職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）です。

 ２. 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位 : 千円）

区　　　  分

( 注 )　人件費とは一般職・特別職に支給された給与、報酬、退職手当ならびに共済組合負担金等のことです。

住民基本台帳人口
（１月１日現在） 歳出額Ａ

人件費率
 (Ｂ/Ａ)実質収支 人件費Ｂ

２５年度 35,655 人 23,949,372 3,274 3,777,309 15.8％

 ３. 職員給与費の状況（普通会計決算）

 ４. 職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（平成２６年４月１日現在）

( 注 )１．この表は職員（教育長除く）の給与費について示したもので、事業費支弁給与費も含みます。

２．職員手当は退職手当を除く扶養手当、住居手当、通勤手当等です。

区　分

２５年度

給　　      与　       　費職員数
(Ａ) 給　　料 計 (Ｂ)職員手当 期末勤勉手当

１人当たり
給 与 費
（Ｂ/Ａ）

418 人 1,516,883 257,717 547,713 2,322,313 5,556

　５. 職員の初任給の状況（平成２６年４月１日現在）

　６. 一般行政職の級別職員数の状況（平成２６年４月１日現在）　

市

高知県

国

310,032 円

328,731 円

335,000 円

169,800円

143,700円

Ⅱ種　174,200円

142,100円

388,126 円

391,554 円

408,472 円

41.2 歳

43.4 歳

43.5 歳

343,166 円

327,607 円

287,992 円

363,758 円

354,081 円

326,611 円

47.1 歳

55.3 歳

50.1 歳

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
区分

区分 市 国

一般行政職

  （初級）

大学卒

高校卒

区分 １級 ２級 ３級 ４級 5級 ６級
合　　計

職務の級 主事等　　     主事等      主査等 係長等          補佐等      課長等

２６年度
３７人
(14.1％)

３１人
(11.8％)

２８人
(10.7％)

９９人
(37.8％)

４０人
(15.3％)

２７人
(10.3％)

２６２人
(100.0％)

( 注 )１．税務職、福祉職、医療職等を除いた級別職員数の状況です。

２．（　）内はそれぞれの構成割合を示したものです。

（単位 : 千円）
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　７. 職員手当の状況（平成２６年４月１日現在）

　8. 特別職の報酬等の状況（平成２６年４月１日現在）

　10. 職員数の推移（各年度４月１日）

　9. 職員の福祉について

区　分

区　　　　分 月　　　　　額 期末手当

期末および
勤 勉 手 当

退 職 手 当

市

 （支給率）　　自己都合　 勧奨・定年
・勤続20年　 21.62月分　27.025月分
・勤続25年 　30.82月分　36.57  月分
・勤続35年　 43.70月分　52.44  月分
・最高限度額  52.44月分　52.44  月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

市　　　長
副　市　長
教　育　長

議　　　長
副　議　長
委　員　長
議　　　員

３９０，０００円　
３２７，０００円　
３１２，０００円　
３０２，０００円

６月期　１．３７５ 月分
１２月期　１．５２５ 月分
　　計　　２．９ 月分

６月期　１．３７５ 月分
１２月期　１．５２５ 月分
　　計　　２．９   　月分

国

退職時特別昇給　無 退職時特別昇給　　無

給　料

報　酬

区　　分 受診者数

定期健康診断

ガン検診・人間ドック

インフルエンザ予防接種

１９１人

４７１人

２３２人

会員数 市の負担金額会員掛金額

（単位：人）

　　　　　期末手当　　  勤勉手当
・ 6月期　1.2 　月分　　0.65月分
・12月期　1.35   月分　　0.65月分

計　2.55   月分　　1.3 月分

　　（5％～15％）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

17年度 18年度 19年度 20年度 22年度21年度

区　分 内　　　容 国の制度との異同

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

扶養親族である配偶者　　　　　　　　　　月額13,000円
配偶者以外の扶養親族１人につき　　　　　月額  6,500円
配偶者のない職員の扶養親族の１人目　　　月額11,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子1人につき（加算）　月額　5,000円

借家（月額12,000円を超える家賃を支払っている職員）
・家賃23,000円以下　　　家賃－12,000円
・家賃23,000円超55,000円未満　(家賃－23,000円)×1/2＋11,000円
・家賃55,000円以上　　　27,000円

① 交通機関使用
　・1カ月当り運賃等相当額55,000円を限度として支給
② 自動車等の用具使用
　・使用距離が 2km～ 5km未満　　　月額 3,300円
　・使用距離が5km～35km未満  1km増す毎に700円加算
　・使用距離が35km～45km未満 1km増す毎に800円加算
　・最高限度額（45km以上）　　　　月額 33,100円

(1)健康診断および
　 予防接種の実施

(2)高知県市町村職員互助会について

主な事業内容
（医療費など給付金、各種祝金、弔慰金、人間ドック・施設の利用・厚生事業への助成）

　市職員の給与等の状況は、地方公務員法および市条例に基づき、「四万十市の人事行政運営等の状況」で公表していま
す。
　なお、詳しい内容は、四万十市公式ホームページ等でご覧になれます。

■閲覧方法等　　四万十市公式ホームページ、市役所本庁総務課
　【問い合わせ先】　　総務課人事係　（34）1803（直通）

　　　　　期末手当　    勤勉手当
・ 6月期　1.225　月分　　0.675月分
・12月期　1.375　月分　　0.675月分

計 2.6　月分　　1.35 月分

（役職加算5％～20％）
（管理職加算10％～25％）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　（支給率）　　自己都合　 勧奨・定年
・勤続20年　 21.62月分　27.025月分
・勤続25年 　30.82月分　36.57  月分
・勤続35年　 43.70月分　52.44  月分
・最高限度額  52.44月分　52.44  月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

　　　

　　同　じ

　　　

　　同　じ

①　同　じ

②　異なる
　　自動車等の用具
　　使用距離区分に
　　ついて細分化し
　　ている。

８２０，０００円　
６８３，０００円　
６１１，０００円

５９８人 １２,４７７千円 １２,４８０千円

対前年度増減

６９６ ６７０ ６３７ ６１２ ６０６ ６０１

26年度

５９７

25年度

５９６

24年度

５９７

23年度

６０６ １(対17年度△99）

　職員の共済制度は、病気・負傷などについて適切な給付を行う相互救済を目的とするもので、高知県市町村職員共済組合が
制度を運用し、保険給付などを行っています。
　その他に宿泊施設などの利用助成事業および職員の慶弔などにかかる給付事業などを行う高知県市町村職員互助会に加
入しています。
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地
域
づ
く
り
人
事
業

地
域
づ
く
り
人
事
業

き
し

　

A
N
A
総
合
研
究
所
の
来
住
で
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
、
中
学
校
へ
出
向
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
都

度
、自
分
の
中
学
時
代
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
出
身
中
学
校
は
兵
庫
教
育
大
学
附
属
中
学
校
と
い

い
ま
す
。
教
育
大
学
で
す
の
で
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
先
生
方

も
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、日
本
各
地
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
毎
日
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。中
学

校
に
は
素
晴
ら
し
い
先
生
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

一
番
印
象
深
い
の
は
国
語
の
M
先
生
で
し
た
。生
徒
も
ひ
い

き
す
る
こ
と
な
く
、だ
れ
で
も
同
じ
よ
う
に
接
し
て
お
ら
れ

た
信
頼
で
き
る
優
し
い
先
生
で
し
た
。

　

M
先
生
は
鹿
児
島
の
ご
出
身
、も
ち
ろ
ん
鹿
児
島
弁
で
話

さ
れ
ま
す
。英
語
の
次
に
理
解
で
き
な
い
言
葉
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
見
た
目
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
瓶
底
眼
鏡
の
よ

う
な
分
厚
い
レ
ン
ズ
の
丸
眼
鏡
。髭
の
濃
い
ぽ
っ
ち
ゃ
り
し

た
先
生
で
し
た
。
人
柄
も
素
晴
ら
し
く
、
生
徒
の
ど
ん
な
話

で
も
ば
か
に
せ
ず
、最
後
ま
で
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
る
信

頼
で
き
る
先
生
で
し
た
。
授
業
は
、
聞
き
な
れ
な
い
鹿
児
島

弁
で
し
た
が
わ
か
り
や
す
く
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い
授
業
で
、

授
業
外
で
も
鹿
児
島
の
中
学
校
の
話
を
楽
し
み
に
聞
い
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
達
生
徒
が
M
先
生
を
最
初
か
ら
信
頼
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、

先
生
の
鹿
児
島
弁
を
、最
初
は
聞
き
な
れ
な
い
の
で
全
員
が

驚
き
、
そ
の
後
は
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
話
し
始
め
、
笑
い
声
も
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
も
そ
の
一
人
で
す
。
数
日

後
の
あ
る
日
、
先
生
が
「
自
分
と
違
う
か
ら
と
人
を
ば
か
に

す
る
な
」と
穏
や
か
に
仰
い
ま
し
た
。

　

人
と
違
う
か
ら
駄
目
、自
分
と
違
う
か
ら
仲
良
く
で
き
な

い
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
大
変
だ
と
。「
違
い
を

受
け
入
れ
合
う
」
こ
と
が
、
こ
れ
ら
生
き
て
い
く
上
で
と
て

も
大
切
な
事
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
こ

の
話
の
本
当
の
意
味
を
理
解
で
き
て
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、穏
や
か
に
諭
し
て
く
だ
さ
る
先
生
の
気
持
ち
が

伝
わ
り
、そ
れ
か
ら
の
授
業
は
相
変
わ
ら
ず
の
鹿
児
島
弁
で

し
た
が
、皆
が
先
生
の
鹿
児
島
弁
で
の
授
業
を
ち
ゃ
ん
と
聞

く
よ
う
に
な
り
、と
て
も
楽
し
く
心
地
よ
い
授
業
に
な
り
ま

し
た
。

　

「
違
い
を
受
け
入
れ
あ
う
」
と
い
う
こ
と
を
本
当
に
理
解

で
き
た
の
は
数
年
後
、
A
N
A
に
入
社
し
て
か
ら
で
し
た
。

日
本
全
国
の
風
習
の
違
う
同
期
、国
と
文
化
の
違
う
同
僚
た

ち
。
お
客
さ
ま
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
自
分
と
違
う
か
ら
と
言
っ

て
い
る
と
、
良
い
仕
事
も
で
き
な
い
、
さ
ら
に
は
安
全
を
守

る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、違
い
を
受
け
入
れ
合
う
楽
し
さ
、感
情
で
な
く
、伝

え
る
事
の
大
切
さ
、
こ
の
こ
と
を
中
学
生
の
こ
ろ
に
学
び
、

活
か
さ
れ
て
い
る
の
は
最
近
で
す
。教
育
と
は
結
果
が
見
え

る
の
に
時
間
が
か
か
る
も
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
わ
か
り
ま

し
た
。

　

世
界
一
幸
せ
な
国
ブ
ー
タ
ン
の
国
王
は
数
学
の
教
員
に

教
本
を
送
ら
れ
ま
す
。本
の
裏
表
紙
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉

は「
あ
な
た
は
数
学
を
教
え
る
た
め
に
教
壇
に
立
つ
の
で
は

な
い
。
未
来
の
ブ
ー
タ
ン
を
担
う
人
材
を
育
て
て
い
る
の

だ
」
中
学
時
代
に
学
校
で
経
験
す
る
こ
と
、
出
会
う
人
た
ち

と
い
う
の
は
未
来
の
四
万
十
市
を
担
う
豊
か
な
人
材
育
成

に
は
と
て
も
大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
ま
で
考
え
な
が
ら
話
を
す
る
と
緊
張
し
、う
ま
く
話

せ
な
い
の
で
す
が
、
人
材
育
成
に
関
わ
る
ひ
と
り
と
し
て
、

こ
の
1
年
も
気
を
引
き
締
め
活
動
し
て
き
た
い
も
の
で
す
。

　

12
月
8
日
（
月
）
、
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
小
・
中

学
校
を
対
象
と
し
た
（
一
財
）
民
主
音
楽
協
会
主
催
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、市
内
5
校（
中
村
小
・
具
同

小
・
東
山
小
・
中
村
南
小
・
中
村
中
）
か
ら
7
0
0
人
近

い
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
青
少
年
の
音
楽
教
育
推
進
の
一
助
と
し
て
、全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

音
楽
大
国
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
日
し
た
人
気

グ
ル
ー
プ
「
ス
ル
ル
・
ナ
・
ホ
ー
ダ
」
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
、
子
ど
も
た
ち
は
手
拍
子
を
し
た
り
、
思
わ
ず
立
ち

上
が
り
体
を
揺
ら
し
な
が
ら
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
と
、

ブ
ラ
ジ
ル
の

音
楽
を
全
身

で
感
じ
な
が

ら
と
て
も
楽

し
ん
で
い
ま

し
た
。
異
国
の

音
楽
の
素
晴

ら
し
さ
に
触

れ
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て

は
忘
れ
ら
れ

な
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

民
音
学
校
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

〜
音
楽
大
国
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
、

　

新
し
い
サ
ン
バ
の
波
〜
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11
月
15
日
（
土
）
、
西
土
佐
黒
尊
に
あ
る
黒
尊
親
水

公
園
で「
第
９
回
し
ま
ん
と
黒
尊
む
ら
ま
つ
り
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
黒
尊
川
流
域
４
集
落
の
皆
さ
ん
が
腕

に
よ
り
を
か
け
て
こ
し
ら
え
た
ち
ら
し
寿
司
や
鮎
の

塩
焼
き
が
テ
ン
ト
に
な
ら
び
、
山
川
の
幸
を
目
当
て

に
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
な
ん
と
約
６
０
０
人
！

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
尾
﨑
県
知
事
夫
人
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
味
自
慢
の
猪
鍋
や
鹿
肉
の
串
焼
き
に

は
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。昔
な
が
ら
の
き
ね
と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
、お

で
ん
な
ど
秋
の
幸
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
会
場
内
に
は

ホ
カ
ホ
カ
の
お
い
し
い
湯
気
が
立
ち
上
り
ま
し
た
。

　

田
辺
代
表
は
、「
最
高
の
天
候
で
開
催
で
き
て
よ

か
っ
た
。
や

り
た
い
こ
と

は
ほ
か
に
も

ま
だ
あ
る
の

で
、
10
回
目

開
催
に
向
け

て
今
後
も
続

け
て
い
き
た

い
」
と
語
っ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

し
ま
ん
と
黒
尊
む
ら
ま
つ
り

恒例の景品じゃんけん大会

　

12
月
７
日（
日
）、今
年
で

24
回
目
と
な
る
片
魚
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。寒
波
に
よ
る
雪
の

影
響
で
足
場
が
ぬ
か
る
ん

だ
状
況
で
し
た
が
、会
場
と

な
っ
た
片
魚
中
学
校
は
、た

く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

物
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
手

づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
や
い

な
き
米
、軽
食
コ
ー
ナ
ー
で

は
、五
目
う
ど
ん
や
串
焼
な

ど
が
販
売
さ
れ
、参
加
者
は

自
然
い
っ
ぱ
い
の
な
か
で
片
魚
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

ま
た
、幡
多
ち
ん
ど
ん
ク
ラ
ブ
に
よ
る
楽
し
い
踊
り
や
一
條
太

鼓
に
よ
り
行
わ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、迫
力
あ
る
太
鼓
の

音
色
が
、観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
お
祭
り
の
代
名
詞
は
「
あ
い
が
も

レ
ー
ス
」
と
「
丸
太
切
り
競
争
」
で
す
。
あ
い
が
も
レ
ー
ス
は
１

着
、
２
着
を
当
て
た
人
に
、
片
魚
地
区
な
ら
で
は
の
景
品
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も

た
く
さ
ん
参
加
・
観
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は「
も
ち
な
げ
大
会
」が
行
わ
れ
、参
加
者
と
と

も
に
地
元
住
民
も
一
緒
に
な
り
、全
員
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

地
区
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
こ
の
お
祭
り
も
、当
初
は
地
元

の
特
産
品
を
売
る
小
さ
な
良
心
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
取
り

組
み
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
徐
々
に
規
模
が
大
き
く
な
り
、
今

で
は
地
区
だ
け
で
な
く
、た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
す
る
大
き
な

お
祭
り
と
な
り
来
年
以
降
の
継
続
し
た
開
催
へ
向
け
地
元
の

力
と
な
り
ま
し
た
。

片
魚
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

12
月
７
日（
日
）、新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四

万
十
で
、
市
の
主
催
に
よ
る
「
出
会
い
の

き
っ
か
け 

in 

四
万
十
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男
女
に
出
会

い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
少
子
化
の
流

れ
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

男
女
各
20
人
が
公
募
に
よ
り
参
加
し
、イ

ベ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
協

力
を
得
て
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
パ
ー

テ
ィ
ー
は
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
３
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

今
後
、誕
生
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
へ
と

進
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

出
会
い
の
応
援

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
!!
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11年に1度は健診を

乳幼児相談、ママタッチ

マム＆チルドレン

出張健康相談

3歳児健診

定例健康相談

献血

献血

乳児健診

乳児、1歳6カ月児、3歳児健診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

子宮頸がん検診（未受診者対象）

マム＆チルドレン

1歳9カ月児健診

西土佐健康のつどい

定例健康相談

広域がん検診

乳児健診

3歳児健診

乳幼児相談、ママタッチ

乳幼児相談、離乳食相談

健康管理センター

子育て支援センターぽっぽ

JA高知はた西土佐支所

健康管理センター

西土佐分署横

フジグラン四万十

四電中村支店北側駐車場、竹本病院

健康管理センター

西土佐保健センター

西土佐保健センター

文化センター

具同体育センター

健康管理センター

西土佐保健センター

西土佐分署横

安並武道館

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

申し込み者のみ

9.30～11：00

10:00～11：30

9:00～11:00

12:50～13:30

9:00～11:00

10：00～12：30、13：30～17：00

9：00～12：00、14：00～16：00

12:50～13:30

受付13：30～

9:30～11:30

9:30～11:30、13：30～15：30

10:00～11：30

12:50～13:30

9：20～12：30(受付8：45～）

9:00～11:00

9:00～10:30（予定）

12:50～13:30

12:50～13:30

9：30～11：00

13：15～14：30

13日（火）

14日（水）

16日（金）

19日（月）

20日（火）

21日（水）

22日（木）

27日（火）

28日（水）

30日（金）

31日（土）

2日（月）

3日（火）

4日（水）

6日（金）

12日（木）

時間

2月

1月

事業名月日 場所該当地区

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課0(34)1115　（総合支所）保健課0(52)1132

※1月9日（金）までの計画については、広報四万十12月号に掲載しています。
※2月3日（火）の広域がん検診については、「高知県総合保健協会　☎088（832）9691」に申し込みが必要です。
　詳細は広報12月号に掲載しています。

　

四
万
十
市
で
は
、子
ど
も
が
い
な
い
ご
夫
婦
に
対
し
て
保
険
適
用
と

な
る
不
妊
治
療
費
お
よ
び
人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
を
助
成
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
申
請
期
限
は
、平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

事
業
内
容

　

○
保
険
の
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
、夫
婦
１
組
１
年
度

　
　

あ
た
り
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
に
対
し
て
３
万
円

　
　

を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
　

き
る
の
は
、通
算
５
年
で
す
。

　

○
人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、夫
婦
１
組
１
年
度
あ
た
り

　
　

３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。助
成
を
受
け
る
こ

　
　

と
が
で
き
る
の
は
、通
算
２
年
で
す
。

助
成
要
件

　

・
法
律
上
の
夫
婦
で
ど
ち
ら
か
一
方
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

・
前
年
の
所
得
が
夫
婦
合
計
で
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

　

・
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と

申
請
対
象
期
間（
26
年
度
の
治
療
等
に
つ
い
て
）

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
治
療

申
請
に
必
要
な
書
類
等
詳
し
い
こ
と
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所
　

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
　

西
土
佐
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

※
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今
回
の
テ
ー
マ
は
口
腔
ケ
ア
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
で
す
。

　

口
は
食
べ
物
な
ど
の
栄
養
摂
取
の
み
で
は
な
く
、

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
取
り
込
む
、
病
の
入
り

口
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
主
な
感
染
経
路

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
患
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
り
、ウ
イ
ル
ス
が
放

出
さ
れ
、そ
れ
を
吸
い
込
ん
で
感
染
し
ま
す
。飛
散
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
、ド

ア
ノ
ブ
、食
器
、電
話
、タ
オ
ル
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
付
着
し
、乾

燥
し
た
空
気
中
に
も
長
く
と
ど
ま
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
は
２

〜
８
時
間
は
感
染
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
吸
い
込
ん
だ

り
、触
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
感
染
し
ま
す
。

主
な
予
防
法

　

①
予
防
接
種
を
受
け
る

　

②
手
洗
い
・
う
が
い

　

③
規
則
正
し
い
生
活

　

④
歯
磨
き

　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
歯
磨
き
に
よ
る
予
防
法
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
気
道
の
粘
膜
に
付
着
し
て
増
殖
し
ま
す

が
、本
来
、気
道
粘
膜
に
は
た
ん
ぱ
く
質
の
膜
が
あ
る
た
め
ウ
イ
ル
ス
が

付
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、歯
垢
や
舌
の
汚
れ
が
増
え
る
と

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
な
ど
の
酵
素
が
た
ん
ぱ
く
質
を
破
壊
し
感
染
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
歯
磨
き
を
し
て
、口
の
中
を
清
潔
に
す
る
こ
と
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

毎
日
、歯
磨
き
を
し
っ
か
り
行
い
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
予
防
し
ま

し
ょ
う
!!

【
問
い
合
わ
せ
先
】保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

「いい歯の表彰」受賞、おめでとうございます！
高知県主催の「いい歯の表彰(熟年の部)」の授賞式が11月16日に行われました。

四万十市では3名の方が受賞されましたのでご紹介します。

　

「
な
ん
で
も
か
ん
で
食
べ
れ
ま
す
。
芋
ケ
ン
ピ
も
。」と
笑
顔

で
話
す
小
島
さ
ん
は
、２
本
抜
い
た
以
外
は
全
て
自
分
の
歯
。

終
戦
後
帰
還
し
て
か
ら
数
々
の
仕
事
を
経
営
さ
れ
て
忙
し
い

中
で
も
、
夕
食
後
は
一
切
食
べ
物
を
口
に
し
な
い
こ
と
と
朝

夕
は
し
っ
か
り
と
歯
を
磨
く
習
慣
は
ず
っ
と
守
っ
て
こ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
お
酒
や
タ
バ
コ
を
し
な
い
か

わ
り
に
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
ひ
孫
さ
ん
か
ら

も
ま
だ
ま
だ
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
食
べ
る
野
菜
は
畑
で
作
っ
て
い
る
岡
崎
さ
ん
。
若

い
こ
ろ
は
炭
焼
き
や
園
芸
の
仕
事
で
忙
し
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、毎
日
三
食
し
っ
か
り
と
か
ん
で
食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

以
前
か
ら
硬
め
の
食
材
が
好
き
で
、
何
で
も
よ
く
食
べ
れ
る

と
の
こ
と
。朝
夕
の
歯
磨
き
と
、夕
食
後
は
間
食
を
し
な
い
と

い
う
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。「
漬
物
も
食
べ
れ
る
よ
。

入
れ
歯
に
な
ら
ん
よ
う
に
し
た
い
ね
。」と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

優良賞

岡崎　善子さん (86歳)
高瀬

優良賞

小島　進さん (89歳)
右山五月町 　

歌
や
書
道
、ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
金
子
さ
ん
。

３
人
目
の
妊
娠
・
出
産
を
き
っ
か
け
に
歯
ぐ
き
の
腫
れ
が
悪

化
、
治
療
の
た
め
歯
科
医
院
を
受
診
し
た
の
が
き
っ
か
け
に

な
り
半
年
に
１
回
定
期
的
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歯

石
の
除
去
や
歯
の
手
入
れ
、
歯
の
磨
き
方
な
ど
を
教
わ
り
な

が
ら
現
在
28
本
の
歯
で
お
い
し
く
何
で
も
食
べ
れ
て
い
ま

す
。
今
で
は
歯
の
手
入
れ
が
き
れ
い
に
で
き
て
い
る
と
歯
科

医
院
で
も
褒
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
笑
顔
。「
こ
こ

ま
で
き
た
ら
死
ぬ
ま
で
入
れ
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
！
と

思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高知県歯科医師会長表彰

金子　眞江さん (81歳)
中村桜町

こ
う
く
う

せ
き

し
こ
う

【
問
い
合
わ
せ
先
】保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
５
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新任の医師をご紹介します

市民病院

　このたび2名の医師が、市民病院・西土佐診療所にそれぞれ就任することとなりました。これからも地域に「安
心できる良質な医療を提供する」ことを使命とし努力をしていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　1月から勤務させていただきます濱川公祐（はまがわ こうすけ）です。高知
市出身で、高知医科大学を卒業後は主に循環器内科の診療をしておりました。
この5年間ほどは西土佐診療所に勤務し総合診療をしておりました。心臓を主
に幅広い病気を診療することを心がけております。「患者様を第一に」をモッ
トーに日々勤務してまいりますので、気になることがありましたらお気軽に
ご相談ください。よろしくお願いいたします。 

●主な経歴
　昭和53年4月 高知市生まれ。平成15年 高知医科大学卒業後、幡多けんみん
病院循環器科、茅ケ崎徳洲会総合病院内科、高知大学家庭医療学講座助教など
を経て、平成21年10月より西土佐診療所副所長に就任。
　医学博士。日本循環器学会専門医、日本内科学会認定医、ACLSプロバイ
ダー、JATECプロバイダー取得。高知県物忘れ・認知症相談員（こうちオレンジ
ドクター）濱川 公祐 医師

はまがわ こうすけ

西土佐診療所

　四万十市の皆さん、11月28日に四万十市民になりました和田有司（わだゆう
じ） です。高知市生まれで、高知医科大学を卒業し、救急医療、総合診療を中心
に県外で勤務していました。医師になり20年、子育てが一段落したので一足先
に単身で帰高し、12月1日から西土佐診療所に勤務しています。地域の一員と
して皆さんと力を合わせて､より良い未来のために頑張りますので､よろしく
お願いします｡

●主な経歴
　昭和44年7月 高知市生まれ。平成7年高知医科大学卒業後、 大阪大学医学部
附属病院 特殊救急部で救急医研修を開始し、国立水戸病院にて外科研修後に、
大阪府立中河内救命救急センターにて外科認定医、救急認定医を取得し、徳之
島徳洲会病院、松山リハビリテーション病院、北海道の興部町国保病院、むか
わ町鵡川厚生病院にて、総合診療に従事。

和田 有司 医師
ゆうじわだ

「咳エチケット」とは厚生労働省が広く呼び掛け
ている感染予防対策の一つです。風邪やインフ
ルエンザの予防に効果的で、習慣として身に着
けておくことがとても重要です。
 
 　マスクをせずに咳・くしゃみをすると、微小な
しぶき（飛沫）が周辺２メートルほどにまで飛び
散ると言われています。インフルエンザは、痰や
唾や鼻水などに含まれるウイルスが、咳やく
しゃみにより、飛沫が口や鼻などに通じること
で感染します。（これを飛沫感染といいます）飛
沫感染にはマスクを着用することが有効です。
　特にこれからの季節、病院や診療所では、発
熱・咳・痰・のどの痛みなどの症状の患者さんが
増えてきます。このような症状などがある場合
で病院へ行く際は、できるだけマスクを着用す
るようにしましょう。

咳エチケット5か条
 
●咳・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を
　押さえ、他の人から顔をそむけ1ｍ以上離れる
　ようにしましょう。
 
●鼻汁、痰などを含んだティッシュはフタ付きの
　ゴミ箱に捨てましょう。
 
●咳・くしゃみをおさえた手、鼻をかんだ手は直
　ちに洗いましょう。
 
●咳をしている人にマスクの着用をお願いしま
　しょう。
 
●マスクの使用は説明書をよく読んで、正しく着
　用しましょう。

エチケットをご存知ですか!?

せき

咳

内科副部長

副所長
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〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
!!

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加

入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を

と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加

入
し
、保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定

し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢

年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。障
害
年
金
は
、病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、

加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）
、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

★「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、ご
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に
つ
い

て
は
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
　

４
ー
10
）

　
　

☎（
3
4
）1
6
1
6

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課
市
民
係

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
3

　

（
総
合
支
所
）
市
民
課
西
土
佐
市
民
国
保

　

分
室

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

災害編

西土佐診療所　管理栄養士　篠田知佐

作り方

【作り方】
①米は洗って、水をきって
おく。
②しめじは小房に分け、人
　参と大根はスライサーで
　せん切りにする。
③炊飯器にすべての具材を
　入れて、炊飯する。

＜材料＞4人分
米・水
ツナ缶
塩こんぶ
きのこ類
人参
大根
昆布つゆ
（3倍濃縮）原液

各2カップ
1缶（70ｇ）
大さじ2（10ｇ）
30ｇ
小5㎝（40ｇ）
2㎝（60ｇ）

大さじ3

・・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

・・

まな板・包丁を使わなくてもできる!

ツナ缶で炊きこみご飯

＊昆布つゆはめんつゆでも代用可
＊ツナ缶をそのまま使用する場合は余分な油を除く

災害時に活用できるツナ缶（シーチキン）

★ツナ缶キャンドルの作り方 ★
ツナ缶（オイル入）の中心にくぎなどで穴を開け、麻ひもなどを差し込む。
麻ひもにオイルが十分浸み込んだら火をつけるとツナ缶キャンドル完成。
（点灯時間＝小1缶＝約6時間）

灯りとして利用した後のツナ缶は、油がほどよく抜けて、スモークツナ缶
となり、いっそうおいしくなり、災害時にも活躍する缶詰のひとつです。

茶碗にはラップフィルムで
食器洗いの水節約!

ツナ缶キャンドル

使用した調理器具
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育児相談　相談日/月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

　　親子ふれあい活動
◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

時

場

時

場

今年1年元気に過ごせるように、みんなで豆まき
をするよ。お母さんと力を合わせて鬼をやっつ
けよう！
2月3日（火）　9：30～11：30
子育て支援センター

豆まき

◆０歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

時

場

シールをペタペタ貼って、お豆入れを作ろうね
♪その後、みんなで豆まきをするよ。上手にお
豆、投げられるかな？
2月2日（月）　9：30～11：30
子育て支援センター

節分製作・豆まき

　　その他の活動
◆おしゃべり広場（妊婦・０・１・２・３歳児対象）
澤田敬先生の子育てについての講話を聞いた後、みん
なでいろいろなおしゃべりを楽しみましょう。子育て
の悩みについても答えてくれますよ。初めての人もお
気軽にどうぞお越しください。
1月20日（火）　10：00～11：00
子育て支援センター

時

場

◆救命救急講座（妊婦・０・１・２・３歳児対象）
　火災の多い季節です…今回は、火災予防などの話も
含めて、四万十市の消防士さんにお話をしていただき
ます。また、AEDの使い方も教えてもらいましょう。
2月9日（月）　10：00～11：00
子育て支援センター

時

場

◆お誕生会
12・1月生まれのお誕生日をみんなでお祝いしようね。
ぽっぽさんは、誕生会後ティータイムもあります。参加
される人は、子どもさんの飲み物と、お茶代50円・手作
りおやつ材料代100円、合わせて150円をご持参くださ
い。おつりのいらないようにお願いします。
[ぴよちゃんクラブ]1月27日(火)　10：00～11：30
[1・2・3歳児]（ぽっぽ）1月29日(木)　9：30～11：30
子育て支援センター※新たに参加を希望される人は、準備などの都合があ

りますので、あらかじめご連絡下さい。（活動内容に
よっては、ご遠慮をお願いする場合もあります）　

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
です！です！です！

保 育 所 名

月

火

火

火

木

木

金

具 同 保 育 所

もみじ保育所

古津賀保育所

八 束 保 育 所

愛 育 園

2月9日

2月10日

1月20日

2月10日

1月22日

2月5日

2月13日

9:30～10：30

9:30～11：00

10：00～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

数台有

〃

〃

〃

なし

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月　日 時　間 駐車場

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

1 ４６６冊

児
童
書  

え
ほ
ん

/

絵でわかる遺伝子治療

シニアが使いやすいウェブサイトの基本ルール

深夜食堂

図書館奇譚

波止場浪漫　上下

ブルース

マル暴甘糟

喜ばれるおせち料理とごちそうレシピ

野島　博

グラフィック社

安倍　夜郎

村上　春樹

諸田　玲子

桜木　紫乃

今野　敏

牛尾　理恵

おとのさま、ひこうきにのる

おばあちゃんのななくさがゆ

捨て犬・未来、命の約束

マララ

パンどうぞ

やっぱりノミタくん！

ゆらゆらチンアナゴ

ルゥルゥおはなしして

中川　ひろたか

野村　たかあき

今西　乃子

マララ・ユスフザイ

彦坂　有紀

ヘレン・スティーヴンズ

横塚　眞己人

たかどの　ほうこ

★
雑
誌
を
お
ゆ
ず
り
し
ま
す
★

　

保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
・
英
字
新
聞
を
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

　

雑
誌
は
一
人
５
冊
、英
字
新
聞
は
５
部
ま
で
に
な
り
ま
す
。

持
ち
帰
り
用
の
袋
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

日
時
　

１
月
30
日（
金
）
　

13
時
30
分
〜
17
時
ま
で

　

（
当
日
は
館
内
整
理
に
よ
り
休
館
日
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　

場
所
　

図
書
館
入
口
フ
ロ
ア

※
希
望
す
る
雑
誌
等
の
予
約
や
、取
り
置
き
は
で
き
ま
せ
ん

　

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１
月
１
〜
３
日
年
始
の
休
み

　
　

５
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

12
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

19
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　

26
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

30
日（
金
）館
内
整
理
日

２
月
２
日（
月
）定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
1
平成27年

January

新着おすすめ8+8
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　昨年度に引き続き、赤鉄橋の長寿命化および景観性を向上させるため、塗装工事を下記のとおり行います。
塗装工事に必要となる足場設置作業は、夜間作業（22：00～6：00）とし、車線規制を行いながら実施し、作業終了
後は直ちに交通規制を解除いたします。
　また、塗装工事中は、歩道幅が狭くなるため、自転車をご利用の場合、乗車した状態でのすれ違いはできません
ので、自転車を降りてすれ違いいただきますようお願いいたします。
　工事中は大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。

塗装工事

工事範囲
側面図

TR-1 TR-8 RCTTR-7TR-6TR-5TR-4TR-3TR-2中村 具同

● 工事期間：平成26年11月28日（金）～平成27年6月15日（月）
● 作業時間：路面上部足場設置・撤去 22：00～6：00

路面下部足場設置・撤去、塗装工事 8：30～17：00
● 施工業者： ㈲村地塗装
● 発 注 者：高知県幡多土木事務所 維持管理課
【問い合わせ先】（県）幡多土木事務所 維持管理課　☎（34）5222

ご迷惑を
おかけします

●
ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
つ
い
て

　

最
近
、
飼
い
主
不
明
の
犬
や
猫
に
つ
い
て
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
自

分
の
思
い
だ
け
で
は
な
く
、
近
所
か
ら
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
適
切
に
飼
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。ま
た
、エ
サ
の
与
え
す
ぎ
や
運
動
不
足
と
な
ら

な
い
よ
う
、
体
調
を
見
な
が
ら
飼
っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

●
ペ
ッ
ト
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

　

犬
や
猫
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
相
談
も
あ

り
ま
す
。
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
ペ
ッ
ト
を

飼
う
際
に
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
必
要
と
な
る
の

か
を
よ
く
考
え
、終
生
飼
育
を
お
願
い
し
ま
す
。そ

し
て
、
望
ま
な
い
命
が
生
ま
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
不
妊･

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

●
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
移
動
す
る
と
き
に
は

　

年
末
年
始
は
帰
省
な
ど
で
人
の
流
れ
が
多
く
な

り
ま
す
。
そ
の
際
に
犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
と
一
緒

に
移
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
育
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
で
移
動
の
休
憩
中
な
ど
に
ペ
ッ
ト
が

迷
子
に
な
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
リ
ー
ド
や
ケ
ー

ジ
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、ペ
ッ
ト
に
は
必

ず
迷
子
札
を
付
け
、
飼
い
主
の
住
所
や
連
絡
先
が

わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
県
）幡
多
福
祉
保
健
所
　

☎（
３
４
）５
１
１
９

　

（
市
）環
境
生
活
課
　
　
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

育
成
資
金
の
貸
付
、
介
護
料
の
支
給
や
該
当
さ
れ

る
児
童
に
友
の
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(

育
成
資
金
の
貸
付)

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
り
、
重
い
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
家

庭(

生
活
困
窮
家
庭)

の
児
童
を
対
象
に
、中
学
校
卒

業
ま
で
、
無
利
子
で
育
成
資
金
を
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。

■
金
額

　

一
時
金
15
万
５
千
円
、
入
学
支
度
金
４
万
４
千

　

円
、月
額
２
万
円

(

介
護
料
の
支
給)

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
重
度
の
後
遺
障
害
が

残
り
、介
護
が
必
要
な
人
に
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

■
金
額

　

月
額
３
万
円
〜
13
万
円(

重
度
後
遺
障
害
の
程

　

度
に
よ
る)

(

友
の
会
入
会)

　

育
成
資
金
の
貸
付
・
介
護
料
の
支
給
に
該
当
さ

れ
た
世
帯
を
友
の
会
活
動
や
交
流
会
に
ご
招
待
い

た
し
ま
す
。

■
体
験
旅
行
、コ
ン
テ
ス
ト(

書
道
・
絵
画
・
写
真
ほ

　

か)

、交
流
会(

間
伐
体
験
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

高
知
市
南
ノ
丸
町
５-

17
高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
会

　

館
内

　

☎
0
8
8(

8
3
1
）1
8
1
7

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

交
通
事
故
被
害
者
の

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
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交
通
安
全
指
導
員
だ
よ
り

交
通
安
全
指
導
員
だ
よ
り
№19№19

　

交
通
安
全
指
導
員

の
榮
勇
男
さ
ん
（
不
破

上
町
）
と
西
本
他
人
さ

ん
（
古
津
賀
）
が
長
年

の
功
績
を
称
え
ら
れ
、

高
知
県
警
察
本
部
長

表
彰
（
警
察
活
動
協
力

者
表
彰
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
お
二
人
は
、
昭

和
48
年
よ
り
40
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
地
域

の
交
通
安
全
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
か
ら
は
勤
続
40
年
の

感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
担
当
課
】環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

漂
流
物（
船
）の

所
有
者
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

下
田
の
四
万
十
川

左
岸
に
お
い
て
、
漂
流

物
（
船
）
が
拾
得
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
市
で

水
難
救
護
法
に
基
づ

い
て
こ
の
漂
流
物
を

保
管
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
漂
流
物
に
関

す
る
情
報
を
お
持
ち

の
方
は
、
左
記
連
絡
先

ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

船
の
概
要

　

全
長
４
・
５
ｍ
、幅
１
・
０
ｍ
、深
さ
０
・
４
ｍ

材
質：

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
　
　

色：

船
内
部
が
青
と
白
、舟
底
が
赤

発
見
場
所

　

四
万
十
川
左
岸（
井
沢
樋
門
付
近
）

拾
得
時
期
　

平
成
26
年
11
月
６
日

所
有
者
へ
の
引
渡
し
期
限

　

平
成
27
年
５
月
20
日

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

　

（
市
）総
務
課 

行
政
管
理
係

　

☎（
３
４
）１
８
０
４

　

F
A
X(

3
4
）5
1
2
3

高
知
県
文
化
環
境
功
労
者

表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

高
知
県
で
は
、文
化
の
振
興
や
環
境
の
保
全
、県
民
生
活
の
向
上
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。本
年
度
は
６
人
が
受
賞
し
、

11
月
26
日（
水
）高
知
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、坂
本
純
一（
間 
六
口
）さ
ん
、安
田
鐵
馬
さ
ん
、榮 

勇
男
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
文
化
の
振
興
】

坂
本
純
一
（
間 

六
口
）
さ
ん：

長
年
に
わ
た
り
、
中
山
間
地
域
等
を
訪
問
し
笑

い
を
届
け
る
こ
と
で
、人
や
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
を
行
う
と
と
も
に
地

域
の
活
性
化
や
伝
統
文
化
の
継
承
を
目
指
し
た
祭
り
の
応
援
に
県
内
各
地
を

奔
走
し
定
着
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

安
田
鐵
馬
さ
ん：

長
年
に
わ
た
り
、本
市
の
文
化
祭
の
開
催
と
適
切
な
運
営
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
詩
吟
教
室
の
主
宰
や
地
元
の
集
落
で
の
太
刀
踊
り
等

の
伝
統
行
事
の
継
承
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
県
民
生
活
の
向
上
】

榮 

勇
男
さ
ん：

長
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
街
頭
指
導
や
広

報
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
日
夜
献
身
的
に
活
動
し
、
地
域
の
交

通
安
全
の
推
進
と
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

坂本純一さん

西本他人さん（左）、榮 勇男さん（右）

安田鐵馬さん（左）、榮 勇男さん（右）

ドライバーに安全運転を呼びかけます！
（12/10西土佐江川﨑にて）

1月9日まで年末年始の交通安

全運動を実施しています！

交通事故ゼロで新年を迎えま

しょう！
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『
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す
』

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

が
改
正
さ
れ
、
常
時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数
が

１
０
０
人
を
超
え
２
０
０
人
以
下
の
事
業
主
に
つ

い
て
も
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

○
平
成
27
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
各
月
の

　

雇
用
障
害
者
な
ど
を
把
握
い
た
だ
き
、申
告
・
納

　

付
に
向
け
て
早
め
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

○
雇
用
障
害
者
数
が
法
定
雇
用
率（
２
・
０
パ
ー
セ

　

ン
ト
）を
下
回
る
場
合
は
、障
害
者
雇
用
納
付
金

　

の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.jeed.or.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
8
8(

8
6
1
）2
2
1
2 

ご
存
じ
で
す
か
！

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
　

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ： 　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

　
　

 

働
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
が
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か

　
　

 

ら
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
整
備
の
事
業
主

　
　

 

義
務
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

Ａ：

１
　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
の
相
談

　
　
　

 

に
応
じ
、適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し

　
　
　

 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、相
談
担
当
者

　
　
　

 

を
決
め
て
対
応
さ
せ
る
、ま
た
は
事
業
主
自
身
が
相

　
　
　

 

談
担
当
者
と
な
り
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
　

相
談
窓
口
の
周
知

　
　
　

 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
入
れ
た
と
き
に
、事
業

　
　
　

 

主
が
文
書
の
交
付
な
ど
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば

　
　
　

 

な
ら
な
い
事
項
に「
相
談
窓
口
」が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

 

今
ま
で
義
務
と
な
っ
て
い
た
、昇
給
の
有
無
・
賞
与
の

　
　
　

 

有
無
・ 

退
職
手
当
の
有
無
の
明
示
に
加
え
相
談
窓

　
　
　

 

口（
相
談
担
当
者
の
氏
名
、相
談
担
当
者
の
役
職
、相

　
　
　

 

談
担
当
部
署
な
ど
）の
明
示
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
　
　

 

せ
ん
。

　

※

そ
の
他
、改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
つ
き
ま
し
て

　
　

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
労
働
局 

雇
用
均
等
室

　

☎
0
8
8(

8
8
5
）6
0
4
1

特
別
企
画
！
「
ど
ぶ
ろ
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
列

車
」参
加
者
募
集
中

　

三
原
村
特
産
の
ど
ぶ
ろ
く
と
農
家
の
お
母

さ
ん
方
が
作
っ
て
く
れ
た
食
事
を
楽
し
む
、

ど
ぶ
ろ
く
列
車
を
運
行
い
た
し
ま
す
。
お
い

し
い
食
事
と
ど
ぶ
ろ
く
を
堪
能
し
な
が
ら
の

列
車
の
旅
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
運
行
日
　

１
月
17
日（
土
）

■
運
行
区
間
・
時
間

　

中
村
駅
（
17
時
01
分
発
）
↓
窪
川
駅
（
18
時
03
分
着
）
〜
約
30
分
停

　

車
〜
窪
川
駅
（
18
時
30
分
頃
発
）
↓
中
村
駅
（
19
時
30
分
頃
着
）
　

　

※

約
２
時
間
30
分

■
集
合
時
間
・
場
所
　

16
時
40
分
・
中
村
駅
集
合

■
参
加
費
　

３
８
０
０
円

　

※

お
弁
当
、ど
ぶ
ろ
く（
４
合
）、鉄
道
運
賃
、保
険
料
込

■
募
集
人
数
　

35
人（
先
着
順
）

■
申
込
締
切
　

１
月
13
日（
火
）

　

※

ご
乗
車
い
た
だ
く
に
は
事
前
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
お
弁
当
は
三
原
村
の
農
家
の
お
母
さ
ん
方
が
こ
の
た
め
に
作
っ

　

て
く
れ
た
も
の
で
、こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
お
出
し
す
る
の
は
お
弁
当
と
ど
ぶ
ろ
く（
４
合
）だ
け
で
す
の
で
、

　

そ
の
他
の
飲
食
物
に
つ
い
て
は
各
自
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

●
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
列
車
は
１
月
下
旬
ま
で
通
常
運
行
し
て
い

　

ま
す
。運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
　

営
業
課
　

☎（
３
５
）４
９
６
２

　

〈
月
〜
金
／
８
時
30
分
〜
17
時
30
分
〉

　

土
・
日
・
祝
日
は
中
村
駅
☎（
３
５
）４
９
６
１
ま
で
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認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み

や
不
安
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
は

い
ま
せ
ん
か
。

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
は
、
参
加
者

で
思
い
や
悩
み
を
共
有
し
、
支
え

合
う
た
め
の
座
談
会
で
す
。

　

ほ
か
の
人
に
は
な
か
な
か
分

か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
、
同

じ
体
験
を
し
て
き
た
人
ど
う
し
な

ら
分
か
り
あ
え
、
介
護
で
疲
れ
た

こ
こ
ろ
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
人
の

参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

1
月
20
日（
火
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　

四
万
十
市
立
健
康
管
理
セ
ン

　
　
　

タ
ー（
市
民
病
院
敷
地
内
）

★
家
族
の
人
だ
け
で
も
、
認
知
症
の

　

人
と
ご
一
緒
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

★
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
の
職
員
も
参
加
し
ま
す
。

★
薬
剤
師
さ
ん
の
参
加
も
あ
り
ま

　

す
。
お
薬
の
こ
と
の
相
談
も
で

　

き
ま
す
よ
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局

　

松
岡
時
規
子

　

☎（
３
４
）４
５
２
８

　

四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
４
）０
１
７
０

四
万
十
市
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

トンボ王国　冬休みのイベント情報トンボ王国　冬休みのイベント情報トンボ王国　冬休みのイベント情報

【問い合わせ先】 （公社）トンボと自然を考える会　☎（37）4110

 お正月イベント「運だめしナンバーズ」

内容

期間　
場所　
対象　

お正月イベント「つくってあそぼ！」

冬休みイベント 期間 1月12日（祝・月）まで　場所 四万十川学遊館　対象 有料入館者

入館券の通し番号、下2ケタがトンボ王国の決め
た当選番号と同じであれば、ビーズトンボのブ
ローチをプレゼント。番号は10通りあります。
1月1日（木）～3日（土）
四万十川学遊館
有料入館者

「金運ナマズ特別公開」
　冬休み期間中だけ、「金運ナマズ」を特別展示します。
　お披露目する魚は、琵琶湖に生息するイワトコナマズの体色が黄色くなったもので、財宝神の弁才天にちなんで別
　名「弁天ナマズ」とも言われています。神頼みではなくナマズ頼みでご利益を授かりにお越しください。

「オリジナル工作キットプレゼント！」
　期間中、入館された小学生以下の方（4歳～12歳）を対象にトンボ王国オリジナルグッ
ズ「紙のおもちゃ作り」シリーズ5点の中から、お好きな物を3点プレゼント。（年間パス
ポート所持の小人の方は、2点のみです。）

「親子でおやこさがし」
　四万十川学遊館に、皆さんがよく知っているものから珍しいトンボの幼虫ヤゴ5種類を
展示します。そのヤゴが成長すると何トンボになるかを、解答用紙に記入します。正解率
によってオリジナルグッズをプレゼントしますので、ぜひ挑戦してください。

内容

期間　
場所　
対象　

トンボ王国オリジナルグッズ「紙のおもちゃ作り」シリーズの中
から、切って折って紙飛行機を作ります。自分で作った紙飛行機
を飛ばし、一番遠くまで飛んだ方には、景品を用意しています。
1月3日（土）　13時30分集合
四万十川学遊館
小学生以下の有料入館者（材料費は無料です）

第
３
回
四
万
十
・
足
摺
無
限
大

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ド
開
催
決
定
！

　

早
春
の
高
知
、四
万

十
・
足
摺
地
域
を
自
慢

の
愛
車
で
駆
け
抜
け

て
み
ま
せ
ん
か
!?
最

後
の
清
流
四
万
十
川

の
雄
大
な
景
観
と
一

体
化
で
き
る「
四
万
十

コ
ー
ス
」
、
南
国
ム
ー

ド
漂
う
海
沿
い
を
走

る「
足
摺
コ
ー
ス
」、さ

ら
に
両
方
を
楽
し
め

る
「
無
限
大
コ
ー
ス
」

と
、高
知
西
南
部
の
景

観
や
文
化
が
丸
ご
と

楽
し
め
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
エ
ス
コ
ー
ト
役
に
よ
る

伴
走
な
ど
四
万
十
・
足
摺
地
域
の
み
ん
な
が
「
お
も
て
な
し
」

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。自
然
を
愛
す
る
自
転
車
乗
り
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。参
加
申
し
込
み
は
大

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

【
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w
w
.shim

a
ntom

ug
e
nda

i.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
一
社
）幡
多
広
域
観
光
協
議
会
　

☎（
3
1
）0
2
3
3
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働く婦人の家講座 教
室
・
講
座

働く婦人の家
☎（34）6299

問 申

【対　　象】市内に居住または勤務する女性
【講　　師】山﨑　ミヨコ
【申込方法】本人に限り窓口・電話で受付

1月13日（火）～　定員になり次第締め切り
9時 ～ 17時15分（12時～13時、土・日・祝日を除く）

期日項目 時間

２月13日（金）

講座名

お菓子づくり
（メニュー：
チョコ

ブラウニー）

13時30分～
16時

定員

５人

場所

働く婦人の家
2階　調理室

用意
するもの 備考

エプロン、
筆記用具

材料代
（1,000円程度）
※当日ご持参
ください。

※講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

働く婦人の家
☎（34）6299

問 申

教
室
・
講
座

～男女共同参画推進事業　健康づくり講座～

ボディートーク（Body-Talk） 　

「
体
」と「
お
し
ゃ
べ
り
」を
し
て
、い
ち
早
く

違
和
感
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、さ
ま
ざ
ま
に
体
を
揺

す
っ
て
ほ
ぐ
す
と
、だ
ん
だ
ん
と
心
も
ほ
ぐ
れ

て
く
る
。こ
れ
が
、ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
で
す
。

　

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
と
で
も
、一
人
で

も
で
き
る
も
の
で
す
が
、今
回
は「
一
人
ほ
ぐ

し
」を
中
心
に
行
い
ま
す
。体
を
ほ
ぐ
し
、心
も

ほ
ぐ
し
て
、す
こ
や
か
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時

　

１
月
19
日（
月
）〜
３
月
９
日（
月
）全
８
回

　

19
時
〜
20
時
30
分

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家
　

２
階
　

和
室

対
象
者

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
女
性

定
　

員
　

15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

受
講
料 　

 

無
料

講
　

師
　

高
橋
郁
子（
ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
協
会
）

申
込
方
法 

　

 

１
月
５
日（
月
）〜

　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　

９
時 

〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・

　

祝
日
を
除
く
）

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

「
体
」と「
お
し
ゃ
べ
り
」を
し
て
、い
ち
早
く

違
和
感
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、さ
ま
ざ
ま
に
体
を
揺

す
っ
て
ほ
ぐ
す
と
、だ
ん
だ
ん
と
心
も
ほ
ぐ
れ

て
く
る
。こ
れ
が
、ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
で
す
。

　

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
と
で
も
、一
人
で

も
で
き
る
も
の
で
す
が
、今
回
は「
一
人
ほ
ぐ

し
」を
中
心
に
行
い
ま
す
。体
を
ほ
ぐ
し
、心
も

ほ
ぐ
し
て
、す
こ
や
か
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時

　

１
月
19
日（
月
）〜
３
月
９
日（
月
）全
８
回

　

19
時
〜
20
時
30
分

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家
　

２
階
　

和
室

対
象
者

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
女
性

定
　

員
　

15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

受
講
料 　

 

無
料

講
　

師
　

高
橋
郁
子（
ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク
協
会
）

申
込
方
法 

　

 

１
月
５
日（
月
）〜

　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　

９
時 

〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・

　

祝
日
を
除
く
）

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（市）人権啓発課
☎（35）1035

問 申

教
室
・
講
座

料理教室講座 　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
料
理
教
室
」

を
開
講
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
イ
タ
リ
ア
ン
家
庭
料
理
」に
挑
戦

し
ま
す
♪

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
！

日
　

時

　

１
月
17
日（
土
）
　

全
１
回
　

11
時
〜
14
時

場
　

所
　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

講
　

師
　

宮
下
　

千
里
　

（
ま
ん
ま
・
み
や
）

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

定
　

員
　

16
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

材
料
費
　

８
０
０
円

用
意
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具
、タ
オ
ル

内
　

容
　

「
パ
ス
タ
１
皿
・
肉
料
理
・
ス
ー
プ
」

申
込
方
法

　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　

９
時
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・

　

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
料
理
教
室
」

を
開
講
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
イ
タ
リ
ア
ン
家
庭
料
理
」に
挑
戦

し
ま
す
♪

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
！

日
　

時

　

１
月
17
日（
土
）
　

全
１
回
　

11
時
〜
14
時

場
　

所
　

西
土
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

講
　

師
　

宮
下
　

千
里
　

（
ま
ん
ま
・
み
や
）

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

定
　

員
　

16
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

材
料
費
　

８
０
０
円

用
意
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具
、タ
オ
ル

内
　

容
　

「
パ
ス
タ
１
皿
・
肉
料
理
・
ス
ー
プ
」

申
込
方
法

　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　

９
時
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・

　

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

火災予防について
　

　冬場から春先にかけて、空気

が乾燥し風が強く、火災の発生

しやすい気象状態となります。

　四万十市内でもこの時期火

災が発生しやすく、たき火やタ

バコなどが原因の火災が多く

発生しています。

　また、暖房器具を使用するこ

とにより、灯油などの危険物の

取り扱いが多くなりますが、燃

料の入れ間違いなど十分に注

意しましょう。

≪火災予防対策として≫

◯寝たばこ、たばこのポイ捨て

　は絶対やめましょう。

◯火災の早期発見のため住宅用

　火災警報器を設置しましょう。

◯お出かけまえ、お休みまえに

　は火の元の確認をしましょう。

【問い合わせ先】

幡多中央消防組合

四万十消防署　☎（34）5881

西土佐分署　　☎（52）1143
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相
談
・
教
室

林業就業相談会・林業体験教室　

林
業
に
就
業
し
た
い
人
、関
心
の
あ
る
人
を

対
象
に
、林
業
事
業
体
や
林
業
関
係
団
体
の

担
当
者
が
個
別
面
談
に
よ
り
お
応
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、相
談
会
に
先
立
ち
林
業
体
験
教
室

も
実
施
し
ま
す
。

■
相
談
会

日
　

時

　

２
月
14
日（
土
）

　

12
時
30
分
〜
16
時
30
分（
受
付
締
切
16
時
）

場
　

所
　

高
知
市
丸
ノ
内
　

高
知
城
ホ
ー
ル

■
体
験
教
室（
２
日
間
）

　

２
月
12
日（
木
）10
時
〜
17
時

　

香
美
市
土
佐
山
田
町
　

森
林
研
修
セ
ン
タ
ー

　

２
月
13
日（
金
）９
時
40
分
〜
16
時

　

香
美
市
香
北
町
　

山
林
現
場

秋水・清馬合同墓前祭　記念講演会 　

今
年
は
坂
本
清
馬
没
後
40
周
年
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、例
年
の
幸
徳
秋
水
墓
前
祭
を
二
人
の
合
同

墓
前
祭
と
し
、同
日
12
時
30
分
よ
り
正
福
寺
で
と

り
お
こ
な
っ
た
あ
と
、記
念
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

墓
前
祭
と
あ
わ
せ
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
入

場
無
料
）

演
　

題
　

「
秋
水
と
地
元
ゆ
か
り
の
人
々
」

講
　

師

　

作
家
　

山
岡
千
枝
子

　

＊
四
万
十
市
出
身
。作
品
に
、「
ね
の
首
岬
」、「
一

　
　

粒
の
砂―

小
説
・
幸
徳
秋
水
の
母
多
治
子
の

　
　

生
涯―

」、「
永
い
冬―

大
逆
事
件
最
後
の
証

　
　

人
坂
本
清
馬
の
奪
わ
れ
た
青
春―

」等
が
あ
る
。

日
　

時
　

１
月
24
日（
土
）14
時
〜
16
時

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
　

１
階
大
会
議
室

主
　

催
　

幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会

催
　

し

催
　

し

四万十川国際音楽祭2014 　

大
人
も
楽
し
め
る
子
供
の
た
め
の
上
演

『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』。

　

宮
沢
賢
治
の
名
作『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
』が
、チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
と
と

も
に
音
楽
劇
に
な
り
ま
し
た
。可
愛
く
て
ど

こ
か
不
思
議
な
宮
沢
賢
治
の
世
界
を
親
子
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

前
日
に
は
劇
団
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
あ
り
ま
す
。

日
　

時

　

２
月
15
日（
日
）

　

14
時
開
演（
13
時
30
分
開
場
）
　
　
　
　
　

会
　

場

　

ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村
　

多
目
的
ホ
ー
ル

協
力
整
理
券
　

２
５
０
枚
限
定

土佐中村一條太鼓　池本 宏
☎090（4508）2826

問 四万十川国際音楽祭実行委員会(市立中央公民館内)
☎（34）7311

問

幸徳秋水を顕彰する会事務局
☎（39）2017

問

（公財）高知県山村林業振興基金
高知県林業労働力確保支援センター
☎0887（57）0366

問

催
　

し

焱太鼓コンサート開催 　

石
川
県
白
山
市
を
拠
点
に
世
界
中
で
活

躍
し
て
い
る
女
性
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
。女
性

な
ら
で
は
の
し
な
や
か
で
、か
つ
力
強
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

１
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

18
時
開
演（
17
時
30
分
開
場
）
　

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　

大
人  

２
５
０
０
円

　
　
　
　

小
人  

１
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
）

※
同
日
午
前
10
時
よ
り
土
佐
和
太
鼓
文
化
研

　

究
所「
一
響
館
」主
催
に
よ
る
第
９
回「
一
響

　

館
」和
太
鼓
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
い
た
し

　

ま
す
。

　

県
内
で
活
動
し
て
い
る
和
太
鼓
チ
ー
ム
約

　

30
チ
ー
ム
が
集
ま
り
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

　

果
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

一
般
の
方
も
協
賛
金
５
０
０
円
に
て
入
場

　

可
能
で
す
。
　

お
知
ら
せ

第3回
木村基杯 四万十市水泳大会　

木
村
基
さ
ん
は
、中
村
桜
町
に
生
ま
れ
、高

校
時
代
に
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
世
界
新
記

録
を
樹
立
、以
後
数
々
の
大
会
で
優
勝
し
、現

在
も「
目
標
を
持
っ
て
や
れ
ば
頂
点
に
立
て
る
。

希
望
を
捨
て
る
な
」を
合
言
葉
に
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
志
を
た
た
え
青
少
年
健
全
育
成

を
目
的
に
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
　

１
月
25
日(

日)

試
合
開
始
　

午
前
８
時
か
ら
開
場

場    

所
　

四
万
十
市
立
温
水
プ
ー
ル

参
加
料
　

５
０
０
円

主    

催
　

(

公
財)

四
万
十
市
体
育
協
会

主    

管
　

藤
泳
会

(公財)四万十市体育協会
（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

問 申

ほのおだいこ

募
　

集

平成27年度（一般入試）

県立中村高等技術学校 訓練生募集

問 申
県立中村高等技術学校（具同5179）　☎（37）2723
HP http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/

募集訓練科 応募資格 訓練期間

2年木造建築科

左官・タイル施工科

定員

10人

中学校卒業以上（平
成27年3月卒業見
込みの人を含む）で、
平成27年4月1日現
在29歳以下の人

2年 10人

中学校卒業以上（平
成27年3月卒業見
込みの人を含む）で、
平成27年4月1日現
在35歳以下の人

願書受付期間　2月2日（月）～19日（木）
試験日　2月27日（金）
試験科目　適性試験、面接
合格発表　3月6日（金）
※遠隔地者には寮（男性）もあります。
　詳しくは下記までお問い合わせください。
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教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会 1月開催講座

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。
問 四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　

ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

募集種目 日　　時 場　　所 内　　容 募集期間 定員講　　師

1月14日（水）
まで

20人◎絶対絶命-モンダイカイケツのデザイン-◆販売・企画力向上
　セミナー

◆85森林活用研修

1月15日（木）
14:00～15:30

市立中央公民館　
3階 研修室Ⅱ

1月20日（火）
10:00～15:00

座学
川辺のコテージ
実地研修
四万十市佐田の
山林

1月21日（水）
9:00～15:00

実地研修
四万十市佐田の
山林

◎民有林活用研修≪地方創生の鍵となる
自伐林業のススメ！≫
※当日（2日間）のお弁当・お飲み物はご持
　参ください。
※山で作業できる服装でお越しください。

梅原　真
（デザイナー）

1月27日（火）
まで

20人
◎食品加工から販路開拓の第一歩を踏み
　出して≪日高村シュガートマトのソー
　スやジャムの開発者≫

◆加工技術力向上
　研修

1月28日（水）
14:00～16:00

市立中央公民館　
3階 研修室Ⅱ

1月13日（火）
まで

20人
中嶋　健造
（NPO法人土佐の森・
救援隊　理事長）

◆高付加価値農産
　物生産計画・技術
　力向上研修

1月13日（火）
14:00～17:00

実地研修
鍋島圃場

1月14日（水）
9:00～12:00

座学
あぐりっこ研修
センター

◎冬野菜の収穫
※天候・圃場の状況により内容の変更あり。
※農作業のできる服装でお越しください。

◎有機農業について、3年間のまとめ

1月9日（金）
まで

30人
山下　一穗
（有機のがっこう
「土佐自然塾」塾長）

安岡　千春
（NPO法人日高わの
わ会　事務局長）

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

1月20日（火）
13時～16時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

2月5日（木）
9時～12時

本村多目的集会所 《相談委員》中平 貞行 ☎(52)1632

行政相談所

高知地方法務局
四万十支局
☎ （34）1600
FAX（34）1601

2月6日（金）
9時～12時
13時～15時

田黒集会所
金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セクハ
ラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権に関す
る問題（無料・秘密厳守）

特設人権相談所

高知地方法務局
四万十支局 
☎ （34）1600
FAX（34）1601

1月26日（月）
13時～15時

高知地方法務局
四万十支局

（右山五月町3番12号
中村地方合同庁舎2階）

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セクハ
ラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権に関す
る問題（無料、事前予約制・1人30分以内）

弁護士資格のある
人権擁護委員による
特設人権相談所
※要事前予約（電話、
　FAX）

問 申

教
室
・
講
座

シルバー人材センター
パソコン愛好会　パソコン教室

日
　

時
　

平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年
３
月

　

・
初
　

級
　

毎
週
月
曜
日（
月
４
回
）

　
　

午
前
部
　

10
時
〜
12
時

　
　

午
後
部
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　

夜
間
部
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

・
中
　

級
　

毎
週
木
曜
日（
月
４
回
）

　
　

午
前
部
　

10
時
〜
12
時

　
　

午
後
部
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　

夜
間
部
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

情
報
学
習
室

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

　
　
　
　

（
年
齢
不
問
）

定
　

員

　

初
級 

20
人
　

中
級 

20
人（
い
ず
れ
も
申
込
順
）

講
習
料
　

３
千
円
／
月（
教
材
費
等
と
し
て
）

募
集
期
間

　

１
月
８
日（
木
）か
ら
定
員
に
達
す
る
ま
で

受
付
時
間
　

平
日
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

主
　

  

催
　

(

一
社)

四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
　

パ
ソ
コ
ン
愛
好
会

四万十市シルバー人材センター　常徳
☎090（1172）7058

公益財団法人　高知県宅地建物取引業協会
☎088（823）2001

不動産に関する無料相談　

高
知
県
宅
建
協
会
で
は
、一
般
消
費
者
を
対
象

と
し
て
、不
動
産
・
住
ま
い
に
関
す
る
問
題
等
に
つ

い
て
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
す
る「
不
動
産
に

関
す
る
無
料
相
談
」を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１
月
14
日（
水
）
　

13
時
〜
16
時

場
所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

１
階
　

小
会
議
室
Ⅰ

相
　

談

問

じょうとく
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く117

　

今
日
も（
11
／
21
）新
聞
に
は
幼
子

の
悲
劇
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

阪
と
新
潟
い
ず
れ
も
３
歳
の
女
児
が

殺
さ
れ
ま
し
た
。
犯
人
は
残
虐
極
ま

り
な
い
よ
そ
の
恐
い
お
じ
さ
ん
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
な
ら
ぬ
実
の
両

親
だ
そ
う
で
す
。
悲
し
い
と
言
う
よ

り
や
り
き
れ
な
い
思
い
に
駆
ら
れ
る

の
は
私
一
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

今
の
若
い
親
た
ち
は
ど
ん
な
子
育
て

を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

み
ん
な
だ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
数

少
な
い
出
来
事
だ
か
ら
こ
そ
ニ
ュ
ー

ス
な
の
で
す
か
ら
、
十
把
一
絡
げ
に

親
た
ち
を
糾
弾
す
る
つ
も
り
は
毛
頭

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
私
共
の
世
代
に

し
て
み
れ
ば
、「
今
の
若
い
者
は
」
と

纏
め
て
批
評
し
た
く
な
る
の
も
無
理

か
ら
ぬ
事
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
は
可
愛
い
。
他
人
の
子
ど

も
で
も
つ
い
触
っ
て
み
た
い
抱
っ
こ

し
て
み
た
い
、
と
私
な
ら
思
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
親
子
連
れ
を
見
つ

け
る
と
、
私
は
よ
く
声
を
か
け
ま
す
。

若
い
お
母
さ
ん
に
「
あ
な
た
が
要
ら

な
く
な
っ
た
ら
チ
ョ
ウ
ダ
イ
ね
」
と

い
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
冗
談
で
す
。母

親
も
笑
い
な
が
ら
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

何
処
の
ど
な
た
か
分
か
ら
な
く
て
も
、

子
ど
も
の
顔
は
本
気
で
欲
し
く
な
る

ほ
ど
か
わ
い
さ
い
っ
ぱ
い
の
存
在
な

の
で
す
。

　

ヒ
ト
の
子
は
母
の
胎
内
か
ら
十
月

十
日
で
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

動
物
と
し
て
は
余
り
に
早
く
生
ま
れ

す
ぎ
る
の
だ
そ
う
で
す
。そ
の
た
め
、

親
は
独
り
立
ち
で
き
る
ま
で
、子
宮

の
中
に
い
る
と
同
じ
よ
う
に
接
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。抱
き

し
め
て
最
大
限
の
保
護
に
努
め
る

こ
と
。
撫
で
て
、
さ
す
っ
て
慈
し
み

育
て
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
生
き
延
び
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
義
務
が
あ
る
訳
で
す
。も
う

こ
の
程
度
で
良
か
ろ
う
な
ど
と「
い

い
加
減
」
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
怒
鳴

り
散
ら
す
ヒ
マ
が
あ
れ
ば
、ホ
メ
テ
、

ホ
メ
テ
、ハ
ゲ
マ
シ
テ
や
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。人
は
大
好
き
な
人
か
ら

そ
う
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、安
心
し

て
前
に
進
む
子
ど
も
に
な
れ
る
の

で
す
。他
人
様
か
ら
何
と
言
わ
れ
よ

う
と
、親
か
ら
の
愛
を
最
大
限
に
受

け
た
子
供
が
、
人
を
好
き
に
な
り
、

厳
し
い
社
会
を
乗
り
切
れ
る
大
人

へ
と
成
長
で
き
ま
す
。

　

「
厳
し
く
す
る
」
の
は
そ
の
次
で

す
。
躾
だ
と
称
し
て
食
べ
物
を
与
え

な
か
っ
た
り
、厳
罰
を
繰
り
返
す
愚

か
さ
は
、い
つ
か
復
讐
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
甘
や
か
し
で
い
い
の
か

と
い
う
者
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
甘
や
か
し
過
ぎ
で
は
断

じ
て
あ
り
ま
せ
ん
。人
が
人
と
し
て

生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、ビ
タ

ミ
ン
剤
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

威
能
 

雄
飛

西
村
 

李
憂  

長
﨑
 

希
佳

上
村
 

翔
真

谷
田
 

篤
輝

水
野
 

徹
士

沖
 

晴
大

浅
能
 

奏
太

成
岡
 

駿
佑

山
沖
 

玲
愛

多
田
 

つ
ぐ
み

笹
岡
 

虎
生

伊
　
 

美
羽

小
西
 

真
心

富
永
 

恋
菜

東
 

優
里

山
﨑
 

丞

川
上
 

大
翔

林
 

史
織

ゆ
う
ひ

り
ゅ
う

の
の
か

し
ょ
う
ま

あ
つ
き

て
つ
し

せ
い
だ
い

か
な
た

し
ゅ
ん
す
け

れ
あ

た
い
き

み
う

ま
こ

れ
な

ゆ
う
り

じ
ょ
う

や
ま
と

し
お
り

佑
介

愛
華

敦浩
司

育
弘

浩
次

直
也

幸
二

龍
司

陽
重

翼俊
夫

俊
介

真
人

太
智

裕
二

裕
之

智
貴

大
地

（
平
成
26
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
26
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
大
橋
通

中
村
天
神
橋

中
村
丸
の
内

中
村
一
条
通

右
山
元
町

右
山
天
神
町

不

破

安

並

安

並

具

同

具
同
田
黒

赤

松

町

江

ノ

村

鍋

島

下

田

平

野

田
野
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甲

敷

地

西
土
佐
口
屋
内

西
土
佐
岩
間

西
土
佐
津
野
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西
土
佐
薮
ケ
市
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中
村
東
町

右
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佐
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古

津
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古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

具

同

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

具
同
田
黒

具
同
田
黒

具
同
田
黒

西
土
佐
用
井

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享
　

年

（
満
年
齢
）

氏
　
　

  

名

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載

に
つ
い
て
は
、
家
族
の
方
に
確
認
し
た

う
え
で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

柿
谷
 

厚
美

秋
森
 

巖

　

馬
 

小
百
合

大
石
 

鶴
子

宮
﨑
 

幸
久

岩
井
 

稔
生

夕
部
 

定
美

福
本
 

美
惠
子

佐
竹
 

重
身

山
﨑
 

チ
ヱ
ミ

眞
屋
 

政
夫

義
丁
 

房
治

岡
山
 

芳
広

千
谷
 

文
男

宮
﨑
 

貢

茶
畑
 

芳
雄

柿
内
 

長
二

山
﨑
 

英
雄

新
玉
 

ツ
タ
ヱ 

梨
 

和
惠

浦
宗
 

幸
夫

上
山
 

愛
子

西
土
佐
江
川

60

村
尾
 

芳
彦

し
つ
け

じ
っ
ぱ
ひ
ろ
か
ら

ま
と

と
つ
き

と
お
か

　110番は、事故・事件が発生した場合の緊急通報専用ダイヤルです。
　高知県の1日平均110番通報は約150件で、そのうち約
60件が、急を要しないご相談やお問い合わせの通報で
す。警察による緊急の対応を必要としない各種ご相談や
お問い合わせ等は「♯9110」番や、中村警察署相談窓口
をご利用ください。

【問い合わせ先】中村警察署 ☎（34）0110

1月10日は110番の日
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四
万
十
市

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

市民のひろば市民のひろば

平
成
26
年
度
四
万
十
市
防
災
ポ
ス
タ
ー

最
優
秀
賞

蕨
岡
小
学
校
６
年
　

有
田
　

世
奈 

さ
ん

お知らせお知らせ

山
下
心
温
さ
ん（
竹
島
小
４
）が

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
！

山
下
心
温
さ
ん（
竹
島
小
４
）が

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
！

山
下
心
温
さ
ん（
竹
島
小
４
）が

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
！

　

日
本
学
校
歯
科
医
会
が
主
催
す
る
平
成
26
年
度「
歯
・
口
の
健
康
に

関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」で
四
万
十
市
立
竹
島
小
学
校

４
年
生
の
山
下
心
温
さ
ん（
10
歳
）の
作
品
が
小
学
校
高
学
年
の
部
の

最
優
秀（
１
点
）に
選
ば
れ
、さ
ら
に
６
部
門
の
う
ち
、２
作
品
に
付
与

さ
れ
る
文
部
科
学
大
臣
賞
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。本
県
で
は
初
め
て

の
受
賞
で
す
。

　

歯
と
口
の
健
康
は
、健
康
な
食
生
活
や
楽
し
い
会
話
の
基
盤
に
な

り
ま
す
。そ
の
た
め
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通
し
て
自
ら「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
取
り
組
み
保
健

サ
ー
ビ
ス
や
医
療
等
を
適
切
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
や
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、四
万
十
市
で
は
、「
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

基
本
計
画
」を
作
成
中
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
表
紙
に
山
下
さ
ん
の
受
賞
作
品
の
絵
を
掲
載
さ
せ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

山
下
心
温
さ
ん
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大きな賞をいただいて
うれしいです。この私の
絵を見て歯と口を大事
にしようと思ってくれた
らいいなと思います。

四
万
十
市

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

四
万
十
市

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

　

私
達
ふ
る
さ
と

応
援
団
は
毎
年
11

月
末
に
な
る
と
35

名
の
仲
間
か
ら
有

志
に
よ
る
忘
年
会

を
東
京
神
田
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
江
川
﨑
出

身
者
、
笹
岡
氏
を

中
心
に
懐
か
し
い

故
郷
を
応
援
し
た

い
人
達
の
集
い
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　

ふ
る
さ
と
を
思

う
25
名
の
老
若
男

女
は
時
の
過
ぎ
行

く
ま
ま
に
晩
秋
の
夜
長
を
四
万
十
市
の
活
性
化
を
願
い

つ
つ
、幡
多
訛
り
で
語
り
合
い
ま
し
た
。 

　

友
情
を
深
め
て
よ
り
一
層
親
近
感
が
湧
き
つ
つ
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
が
募
り
ま
し
た
。 

　

個
人
的
に
は
故
郷
へ
回
帰
を
考
え
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
が
、私
も
将
来
的
に
は
、生
れ
故
郷
で
老
後
を
過
ご
し

た
い
と
願
っ
て
い
る
一
人
で
す
。 

　

私
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
四
万
十
市
の
誘
致
活
動

に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
作
戦
を
行
っ
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に

も
目
を
向
け
て
日
々
奮
闘
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
　

NO.
０
０
０
２
４

筆
名「
幾
科
年
英
」

こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
関
す
る
記
事
は
、５
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

や
ま
し
た　　

し
お
ん

や
ま
し
た　　

し
お
ん

　農林水産省では、平成27年2月1日現在で、「2015年農林

業センサス」を実施します。この調査は、我が国の農林業・

農山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調査です。

　平成27年1月中旬から調査員が農林業関係者の方々を

訪問して、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願い

します。

　調査票に記入された事項については、統計以外の目的に

は使用されませんので、ご協力をお願いします。

農林水産省・高知県・四万十市

2015年農林業
センサスが実施されます

四万十市防災ポスター作品紹介
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広報

広報

㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

土
日
月
火
水
木
金
土
日
土
日
月
土
日
土
日
土
日

12月27日
28日
29日
30日
31日

1月1日
2日
3日
4日
10日
11日
12日
17日
18日
24日
25日
31日

2月1日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

正木整形外科
中村クリニック
さくらクリニック
幡多病院
中村病院
市民病院
森下病院
佐々木整形外科
市民病院
さたけ小児科
市民病院

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

日
水
木
金
土
日
日
月
日
日
日

月

月

月

12

1

2

28
31
1
2
3
4
11
12
18
25
1

☎（ 3 4 ）5 2 5 2
☎（ 3 4 ）5 1 0 0
☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）6 2 1 1
☎（ 3 4 ）3 1 7 7
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
 事前に電話でお問い合わせください。

■
発
行
/四
万
十
市
 
■
編
集
/企
画
広
報
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市
都
好
友
市
方
枚

た
し
ま

今
は

回行
へ
市
方
枚
て
め
初

が
た
し
ま
き

の市
方
枚
で
間
日
２

友
の
他
の
そ

・
好
交産

物
と
方
の
市
都
流

で
流
交
て
し
通
を
展

も
て
と
は
と
こ
た
き

し
で
間
時
な
義
意
有

交が
と
こ
く
い
て
け
続

実
と
だ
要
重
も
て
と

真

「広報四万十」2月号は1月28日(水)発送予定です「広報四万十」2月号は1月28日(水)発送予定です「広報四万十」2月号は1月28日(水)発送予定です

1月実施の統計調査
調 査 名 該当地区
家計調査 丸の内、桜町、本町、京町、東町3丁目

商業動態統計調査 具同、西土佐大宮、右山五月町

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課 ☎088(823)9344

ー  22
  ー  14
ー  8
  4

人 （
人 （
人 （
世帯（

）
）
）
）

35,401
16,744
18,657
16,489

人
人
人
人

49
42
13
42

11

四万十市急患センター（月～金）
午後6時～午後9時（受付：午後8時45分まで） 
内科（小学生以上） ☎（34）2399（診療時間内）
※保険証、受給者証等を忘れずにお持ちください。
（市民病院とは別の医療機関になります）

090(6882)1395

【問い合わせ・連絡先】（本  庁) 上下水道課 ☎（34)1711
（総合支所）産業建設課 ☎（52)1111
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